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歴史書館

ぺ・エヲ・ラヴロつ

松井茂雄訳

ピョートノし・ラヴロヴィテ・ラヴロプl1eTpJlaBpOBlPI JlaBpoB (1823-1900)はパグ

ーエンと共に，ナロードニキ運動，特にその前期の革命的ナロードニキ運動に理論的指導

者として大きな影響力をもっ売。 70年代わ「人民の中へJ([)運動む時期を中心tL，設は

仁革命的ナロードユキ乙《思考む支配者 B.'raC'l'II'l'e~nJ ，1I，YM>> J (O"{{ep.KH lIO nc白TOp狂u

{中iトI1珂弘主主‘立主ぬOCO(中bドC区ωO詰 I江1 011丸l1(把eCσ引げ!ヤ汁~rJ'、E抗栂1栂eHHO-イno仏αω.l一UI'

であち， 乙σι〆，時期tにこiば士， いオコレ去るラヴロプill'(panplIcTLIがパクー=ン混と並んでナロー

ドニキ連番ι主流をたしたっごむラヴロプ;まに実民的ま指針を与えプとわは主に，ラヴロプ

がデューリッヒ(後i乙ロンド γ)で発行した雑誌ー前進 Brrepe，1l;J(1873-78)であるが，

彼等の多くを最初に君、想iげこ日覚託、己せた〈ば，これより先伎が亡命前にロシアで発表し

売「歴史書翰 I/J許可o:m¥[eCleHelflICL1Ia--Iでまろった。 fこの書翰ば当時(lコ進歩的青年層に大

きた感路を与え，多くれ者にとって，生活と労援とヰ争の新?とた途をひもいたー穐の福音

吉とな司プ乙_;(If Y位以ドeBァ C.l¥POCCIU，B X IX neJ，e， e'l'p. 2l)(j) 
ラヴロブの吏筆活動は 50年代C末から 90年代の末までの永きにオったり，伎の豆、怒は

との間にかえi:bの移り変りを示しているつ在かでも亡命後の伎の思想にマノLグス主義が及

在した影響辻重要である C 政治的tこも従は初期わテロ戦術否認の襲度を後にほ改めて「人

民の烹志J党に接近しているつ従りて「歴史書輪」だけかちラヴロブめ思想、む全般左うか

がうととは不可能である。しかし伎の最初C主円売る「培史書翰」以後には少くとも，ラ

ドハの指摘する却し伎の思想には，部分的た動揺はあっても，根本的た変化ば認められ

ない。(くく.71a~l，oxaヲ 1'.， J1cToplFlecKHe n COIJ;Uo.IOl'lPleC.KUe BOおpeHlUI1 r ..1. .il飽 pOBa>>，
hァCCKaJIlIe'l叩IPleCKaHAIrrepaTypa B I¥.!laCCOBOM oCBell~eHIm ， CTp. 354)マノ!〆クス主義

との接強も技の世界観を変えてはいない。従って人は「歴史書翰」を読むととによ η てラヴ

ロブの摂本思想を迂EJfi りたく理解するととができるじそしてと才れl~ほ士ナロ ~lドご=キ心=耳可苧y宇予せ;命

詔思、想と卒命J注主重動与C理解の前提とたわ 叉その若しい折哀主義にも元

独特特.の(個毘入主義J(Masaryk， T. G.， The Spirit of Russia， V. II， p. 180)の故にナロ

ード=キ主義の中にも全面的に辻解消することのでき泣い設の思想むいわゆるロシプ主主立

主義社会学の建設者としての側面の王里解をも助けるものと忠われる。

「歴史書翰jは最初雑誌、「週 He，;l;e心Ijに 1868年から翌年にかけて連載された。ラヴ P

ブは 1866年のカラコダブの皇帝暗殺未遂事件む後逮捕され，翌年危険思想、の発表，危検

人物(ヂェ JL-ヌイシェフスキーなど〉との交渉左どを理由に軍法会議で流芳IHこ〆乞せられた

から 1868-9年にほ技はカドニコプにむし こく'_，論文もミノL 1、プ.Mnp1'OBt:s.る偽名で

発表された。「震史書翰jの発表後ラヴロプはベテルプノLグに召還され， 1870年春に辻パ

ワーへの脱市に成功するが， I歴史書翰」はこの年単行本として出寂された。 1872年ラヴ

ロブば「歴史書翰jの新版を準議したが，これが出張された〈うは約 20年後の 1891~_:.の

ことであ勺た。新版で、ほ部分的な己主訂心抱 1881年に執筆した[進歩む理論と実践jに関

する書簡が追加された。「堅史書翰」は 1901年に独訳さJし (HistorischeBriefe aus 
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争

dem russischen ubersetzt von S. Dawidοw. Mit einer Eeinleitung von Dr. Charles 

Rappoport)，ラグロプの著作のうち国外で最もよく知られているものである。

「歴史書翰jは次の 17の書翰から成っているが，以下に訳載するの辻このうち 1-5の

5 つの書裁で， 残担段との紀要の次号以下に連載の予定である。毒素訳吉本には第 2Ji度

(1891)を貸用した。(鳥山)

I. 自然科学と歴史

II. 歴史c過程
III. 人類に於ける進歩の意義
IV. 進歩の代震
V. 諸留人の行為
VI. 変化と思考
VII. 錨人と社会的諸形態
VIII. 成長してゆく社会的力
IX. 社会的党採の旗印
X. 理想化
XI. 産史にヰなける民族
XII. 契約と法律
XIII. I国家」
XIV. 毘家の自然的境界
XV. 批判と信仰
XVI. 進歩む理論と実践
XVII. 苦者の目的

iffl記j本稿ば当スラグ研究室に交付された支部省の科学研究費記よるものである。

書簡其のー

自然科学と産史

若し現代の思想の動きが読者に関心を抱かせるとすれtf，読者の注目を惹く権利を亘ち

に要求するものは，そり二つの部門即ち自然科学と歴史であろう。二者の中いやれが，現

代生活により密接左欝係を有しているか?

i誌の問に答えるととほ，恐らく一見して想録される程容易では左い。自然科学者及び大

多数の思索する読者で，自然科学C方をとらう友どという気を起す者泣たいというととを，

悲は承知している。事実，いとも容易に証明し得るととであるが，自然科学の諸問題ほ絶

え十人間生活の中に入り込み，旦つ叉，力学・物理学・北学・生理学・心理学の多くの法

郎が実際に適用され主主ければ，人聞は向きを変えたり，晃たわ呼吸したり，考えたりし

得設いものである。此に較べれば，産史は一件荷であるか?下らぬ好奇心の慰みである。

領入或い誌社会生活語に於て最も有用主主活動家でさえも，官てヘレニズムがマケドニア

のアレクサンドノしむ軍践と共にアジヤ諸種技中iて差是透したとか，最も専制的た世界支配者

達の時代記現代ヨーロッパδ法律関保の原則とされる法典実(1・法規全書類・追加法律志等
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々が編纂されたとか，最も粗野で、動物的た儒動が熱狂的な神手主主義と共存していた封建制

度と騎士制度の時杭があったとかいうことを，想起する必要すも患とたいで， -~を過し

て死んで、手けるのであるc 設を我が国c堅史i亡転とて問うて見ょう，古代英雄叙事詩や)1./
ースカヤ・プラグダの知識む中に，イワン雷帝のオプリチナの中に，或いはピョートノL(1) 

行ったヨーロッパ的形撃と古代モスクワ国家的形怒との留争の中にさえ， :JJut人の生活に
適用し得る有益たものが数多くあるであろろかT 此警は者過ぎ去って返すよすがも左い，

宿して新たた当面の諸問題が，まもゆる罰慮と思考をもつは。ら自分i乙向けるよう現代人に

要求し，彊かに歴史むために残されているものといえtf，多少劇的た場景つまじ全人類的

思想の多少とも明捺た具体的表現に対する興味だけたので、ある・・一一 従って，我メt必生活

の各要素を説明する知識と苗白いというだけむ諸対象を説明するもう一つの弁議とむ詰;一

一つまり思想、む日々の謹と訣よいデザートとの間には一一恐らく比較すも成立し得士山「わ

』であるの

自然科学が合理性的生活む基護であることは，論を侯た怠い。自然科学の諸要求と基本

的諸法期をはっきり理解していなければ，人間は最も日常的た自分の欲求手最も高速た呂

的が皆自分ら乏い。厳密に言えl:f，自然科学に全く縁遠い人間は，現代の教養人の名に全

く価しだいもので奉る。然し人がー豆との見地に立った時，イ可が人間生活の利害iこ最も密

接友関保を有しているかということが，問題にたってくる。結目包c増殖とか，種の反復発

生とか，スペクトノL'骨折とか，双星とかに関する問題であろうか? それとも，入管む発

展法則とか，社会的利益の原則と平等の療関との筒突とか，民挨的説ーと全人類的結合¢

閉め斗争とか，富硲、fð.少数者の智的関心に対する凱犠大衆(7~1経済的関心の関係とか，社主

的発展と国家機構彦態との罰U三関連と元‘で3ちろうか?ー・ー このように問題を提起するた

ちl:f，知識的怪物共(その数は少くないわであるが〉な除外するとして，第二の問題む方

が第一の問題よりも人間により密接た関芽、を有L，より重要であち且つ日常生活に工り繁

密に結びついているというととを，認担らたい者は殆とたいでまうろう。厳密に言えtL入院

に密接た関係主有し且つ重要たものな，実に第二の問題だけたもで、ある。第一の問題は，

第二の問題を非常によく理解し.aつ誤る遇窃に解決するのに役立つ摂じに於て，人間にと

勺て重要で、密妾た関係三二有するにJ邑ぎたい。読み書きの利益とそれが入国の発注にとりて

絶対に必要で、あるといろことに関しては，何人も異論立たい。然L.その中にイ号か独自わ
藷術的た力が存在していると考えてそれを弁護するようた愚か者はあ乙まい。又，読み書

きをする手続きそのものが人間にとりて大切だたどと言うもむもまちるまい。 との千統き

は，入が読んで理解し，書いて伝達し得る思想を摂取する手段としてのみ重要たのであ

る。読んでも街一つ理解出来たいようた人開設，文盲と少しも異たるj引がたい。文官とは，

教養どう基本的条件を欠いていることであるが，読み書きそのものは，全くDli'lもで;土たくて

単たる千段に過ぎないものであ.00 人間五五成むシステム全設にわたって自然科学が演じて

いるのは，殆ど此と同と役割である。自然科学は単に思想の謹み書きに過ぎない，然し発

達し?と思想、は，純粋に入院に関する諸問題C解決のために此c読み書きを利用す乙，而し

て乙れちの問題が人間む発達の本質をたしているものである ο 本を読むだけで;土足むた

い，それを理解したければたムたい。全く同様に，発達Lた入国にとっては，牧王明学J子生

王望学の基本的諸法員uを理解し，蛋白質ι実験或いはケプラーのま即rl::関心を抱〈だけでは
不十守でまちる。発達した人間にとって，蛋白質は単に化学的た化合物で、あるιみた色守，
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無数の人間の基本的食物。一部在のである。ケプラーの法員11は，遊星の遠心運動の公式で

あるむみまらす'o，自然の諸法具日D不変性及び、いか怠るもので奉るにせよ神の思召しとそれ

らが無詩集であるというととの全哲学的認識。摂取に向う途土に於て人間稽神が獲得した

ものの一つ設のである。

さて，自然科学と歴史の基礎が有している実際生活に於る桔対的危重妻註について上述

した事柄と，会〈反対のととを考察してみよう。蛋白質の化学実験とケプラーの法則の数

学的表現段，単に興事まあるものにしか過ぎない。所が，蛋白質の経済的意義と天文学の諸

法起が有する不変怪の哲学的意義段，極めて本質的なものなのである。外界の知識は，入

額の心を捉えているあらゆる問題の解決に当って，是非とも頼ら怠けれぜ左ちぬ必要欠く

ぺかちぎる資料を提供している。然L，止との資料に頼って解決される諸問題は，タト界の諸

問題ではまくて，内界の諮問題即ち人問。意識の諸問題怠のである。食物注，消化過程の

対象として重要まのでは友くて，意識される凱む苦しみを除去するものとして重要注ので

ある。哲学的思想段，その論理的抽象控詑於る樟神の発達過程むあらわれとして重要注の

では左〈て，人間による高抵様々主主自己の錨鐘の認識，広狭様々左自己存在の自的認識の

論理的形式として重要注Cである。即ちょ台良いより韮しい社会機講を目指す現在に対

するプロテストの形式，或いは現在に対する講足の彰式として重要注むである。多〈の思

想家法，入閣の思想の中に進歩を認あてきた，との進歩はひっきょうするに，最初自分を

あらゆる存在するものの中心であると考えていた入閣が，後に昌秀を外的世界の諸法則の

例外主主き適用をうけた無数の月号産の一つ?と遇ぎ左いととを意識したというととにある，つ

まり入閣が，自己及び自擦に対する主観的左見解から客観的危見解に移忍ととに帰し得

る。実擦i誌は極めて重要注進歩であって， 1記左くしては科学む進歩はあり得急かったし，

人類の発展段考える事も出来たいもの左のである。然し此の進歩iは，最初の第一歩に過ぎ

設いのであって，どうしても次の第二歩を鰭み出さねば友ち泣いものである， fPちよち良

い正しいものとして主観的に認識し得るよう友人類の状曹を達成するために，外界の不変

の諸法則を，その客観性に於て研究するととが此である。へーグノLが推測し旦つ入閣の意

識の非常に多くの面で確証された偉大志法則が，ととでも確認される，即ち第三の段階段

第一の段欝と明らかに近似していたが，第一と第二の段階の間に存ずる矛活の実際的註解

決であったのである。入簡は再び、全世界の中心と怠った，然し友がら，問自的?と存在して

いるものとしての世界むたあでは悲くて，人間によって認識されその思想?とよって克服さ

れ旦つその目的に方向づけられた世界のたあ涯ので、ある。

然し.1誌とそ正に歴史の見地である。自然科学が人間に語る所のものほ世界の諸法問で

あって，との世界にあって{士人間そむものは衿さ自につかぬ存在であるに過ぎ友い，自然

科学は力学的・物理学的・化学的・生理学的・心理学的藷作用む所産を悉く再検討する，

そして全動物界に於る心理的諸作用の所産から快音の意識を発見する，との動物界の人類

に最も近い部門の中に，巨的を立て且つその達成を志向する可能性む意識を発見する。自

然科学のとの事実は，動物界に於る個々の生物の生活記録及び、{匡々のグループの生活史の

唯一の茎礎であ毛。科学としての震史は，との事実を与件と見注して，読者に次のよう左

事柄を畏開して見せる。 fPち人間が苦と意識するものを免れ豆つ快と意識するものを得ょ

うとする志向から人類の生活過程としての歴史が，如何にして生じたか。叉との際決苦と

いう言葉と結び、ついた概念に於て，つま担快苦の類別と段陰にお拘まる変容が生とた力，
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とれらの変容によってぎん左哲挙前思想、形態と実際的在社会機構形態が生とたか，どのよ

弓左論理的過程に上って主ち良い上り正しいものへわ志向がプロテストと保守主義・反動

と進歩そ引き超したか，信仰・知識・哲学えだ表象の形に於る人間による世界7)受け取り方

正， {間人ゎ行為・社:会形態・諸民撲の生活状態に具象化されたより良いより正しいものの

実襟的諸理論との関に，各時代にどのよう友関連が存在しているか，がとれである。

それ故に，堅史家の仕事は，自然科学者の仕事の否定で、は在〈て，それちの不可避的在

福-足を設すものである。自黙科学者を蔑視する歴史家は，歴史を理解してい註い，つまり

授は土台を豊かやに家を建て上うとし，読み書きの必要性を否定して教育の利益について

語るものである。叉歴史家を蔑視する邑然科学者は，只単に自己の思想、の狭さと葵遠の不

十与さを証明している?と過ぎtx.1"--，，つまち技ば， gj的の樹立とそれへの志向が，呼吸・血

液の錆環戎いば新陳代諜と同と位人間の本件.に於て不可避的であり自然的事実であるとい

うとと，豆つ叉弓的にはつまらむものと高尚設もわ，志向にほ貧弱志ものと尊散すべきも

の，活動?と註愚か註ものと合目的危ものがあり得るというととを，了解しようと欲し泣い

か或いは了解出来tx."，ので、ある。然し，目的色志向も活動も，常に存在してき売 L，叉常

に存在ずるであ人う，従ってそれらは， スベクトスのR・化学弁祈グフ元素・主主植物界の種
及び亜種と同ヒ位，正当左研究対象左のであるつ外界だけを問題とする自黙科学者ば，外

界全持坊主人間にとって単に侠・苦・願望・活動色素材に過ぎないもりであるというとと，

叉最も専門的詮自然科学者でずち外的世界を研究するのは或る外的左ものとしてでは左

〈て，伎の活動に刺戟を与え伎の生活過程にεけとみ，認識過程によって認識され旦つ学
者たる彼に与えられる或る悦びとしてであるというととを，了解しようと欲し左いか或い

は了解由来ないのである。歴史を蔑視する自然科学者は，人間は普その上に家を建てると

いうととを考患に入れ注いで土台をきすτいているものだと思っている，つま b鼓註，人間

の成長全体が読み書きに止圭るもので泣けれ(:ftxムぬと考えているのである。

ととろでととで，歴史家の仕事の学問的価値に対して若干見下すよう主主替、度を自然科学

者に取るととを可能にするとの歴史に対する二つの争いがたい優越点を自然科学が有して

いるでは泣いかと，怠に反駁するものがいるかも知れ左い。自然科学設豆諮左方法を作り

出し，明白t:J.諸結果を生み出し，且つ絶え一言、確証され，事実を予言するととを可能にする

不空cっ諸法問という資本を作り上げた。堅史に関して言えi:L それが真に自分のものと言

えるよう友法賠を，せめて一つでも発見したかどラかはまだ疑わしい，歴史ば只見事左諸

場景を作り出したに過ぎ友い，そしてその予言の正確さに至って辻天気予報と同ーの段階

に止まっている。とれが第ーの優越点である。第二の市も最も重要左優越点は，より良い

より Eしいものに対ずる現代的志向が，目的の明瞭左翼解及び手段の正しい選択並びに当

を得?と活設の方向に於て，そむ資料を専ち自然科学の与件かち汲み取っているというとと

である，然るに歴史は殆ん芝有益主主資料を提供してい泣い，何故左ちば，全く桓反する生

活理論に対して同様にー美しい論誌を供ずる程過去の諸事件。意義が不明確であるし，叉

時代のを還とともに状況が完全にをイとずるので，い〈ちか以言iの諸事件芳ミG引きmされ売
諸結果をそれちがEしい持でさえも現代に適用すると2ごを極めて毘難にしているかちであ

る勺とのように理論的科学控の国でも，実擦的左有益性の富で、も，自然科学者力仕事に劣

η ていろ以 L 樫史家の仕事:そよそ?もと同列に置かれ得るで3うろうか?

三でにi~ :i~ され汗:刊習土:明九三;三ケエ三閉めに;士，く〈告然科辛》という言葉に Zれ程の躍を
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持たせるかというととを，きめて置か左けれtf友ち友い。怠ほととで，科学の議密た分類

とそれによって提起されているすべての問題点を，念頭に置いているめで、は決してたい。

勿論，自然的過程としての震史は自然科学の領域に包含され得るし，叉その場合には先に

吟味した対比そのものも生宇る筈が註いということは言ラまでも左い。本段以下でほすべ

て，自然科学という街菩を，二種類の手守学と解することtこする。即ち，繰り返される現象

及び作用の諸法期を研究する現象的科学と，観察される作用と現象をひき起す対象及び形

態の茸uHJを研究し，更にあらゆる観察される形態を知り且つ進化過程の諾段階に形繋及区

分を帰着させるととを目的とする売事態学的科学が此で主うる。ととでは怠ほ一連の形態学的

科学にはふれす<:yと，幾何学・力学・物理一化学的科学群・生物学・心理ー学・論理学友び社

会学を，一連の現象学的科学に属せしめる ξいラことに，意を用いよう。そして自然科学

という術語に只今指摘した意義を賦与して，先に提起された問題に取b掛かろうと思号。

方法の科学性と独自性は，力学・物理学・化学・生理学に関する研究及び心理学の感覚

理論に関する研究に於て，疑う余地は全く泣い。然し， 11国々人に於る表象及び概念ι論及

び個人c倫理学ほ，前述の自然科学の諸方法を，殆んど利用していたい。社会に関する知

識(社会学)，即ち社会的発畏c過程及び所産む理論につLJるて言えば，牧理学者・化学者及

び生理学者の殆んどずべての手段は，ここには適用され得怠い。とむ人間にとって最も重

要で互つ最も密接玄関係を有ずる自然科学部門辻，既成心資料としての前述せる自然科学

諸部門の注期に立脚Lていながら，違った方法で白ちの諸法則左探求しているC では一体

どのよう在方法にょう }ζであるか? 精神の現象学と社会半ば，とこ会・らその資料を汲み

取っているのか? ←一一それは，個々人心伝記と歴史からである。歴民家と伝記作家の仕

事が非科学的で、あると閉じ麗度に，科学としての心理学の最も広汎た領域に於る心理学者

の諸結論や，倫理学者・社会学者の科学的限界内に於汁る仕事は，科学的で£ち得たい，

諒ち人間iてと司て最も密接左関係、を有する乙の部門では，自然科学誌非科学的危ものと認

めぎるを得たい。との部門に於る科学的成果は，知識の二領域の相互作用によって完全さ

に達ずるものである。伝記的罪史的諸事実の表面的危観察かち，心理.学・倫理a苧・社会学

の凡その真王室が得ちれる，この凡その真理ーは伝記及び照度ゎ諸事実のより一層意義ある観

察を可能にする，それが今度ほ，悟史的観察のその後の完成を可能にするHiのより近い真

理へ導く，等々，つまり，改善された用具ばよち良い産物を作担，よち良い産物は用兵む

その後の完成を可能にし，それが今度;土産物のよ b一層の完成に動きかけてゆくのであ

る。真の意義に於る白黙科学にとって，黙史ほ全く必要欠くべかちざる資料で品 t，歴史

上の仕事に立脚してのみ同然科学者ば人間の智的・迫態的・社会的生活の過寝とJ9r産を隠

ちかにし得る。化学者:土自己の専門左樫堤より科常的であると考え， .13.つ樫史の資料を軽

読するかも知れ左い。あらゆる自然的作毘と19r産む手j-学を《巴然科会予>>という言葉によっ

て理解している入は，その科学を樫史より高い位置に置く権利を有せす従って叉それち

の密接左相互依存関孫を認識し危ければなちない。

前述ぜるととがらは，実際的た有益性に関ずる問題を解決するもめである。若し心理学

と社会学が，歴史的諸事実の理解を高めるにつれて，絶えすτ完全左ものに薮近してゆくも

りとすれ江，歴史の研究は， {詩人及び社会生活の諾法良ljを明色かにするためにどうしても

必要欠〈べかちさ、るものとたる。それらの諸法却は，歴堤の与{午と関じ位力学・化学・生

理学の与fl1工に立脚している O 照史じっ諸手nに正確さが少しへかちと言って，それらの研究を
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遠ざけるべきでほたくて，反対に一層それを展開すべきである。釘故主主らば，歴史の専門

家達辻，その諾結論の正確さという点で，読者大衆に対して化学者や生王皇学者j主が占めて

いる程高1ハ位置を占めてい左いかちである O よb良いよ TIEしいものに欝する現代の焦眉

わ諸問題は，精神ゎ現象及び、社会学に於る諸成果の解明を読者に要求している，依しとの

解明ば，経詩学者・政治学者.t命現学者達の或る学涼の設をf言す亡、るととによって，達成さ
れるものでは左い。語学浜が相争りている場合には，誠実な読者は，諸学孫の結論の基礎

をたず与丹=そのものの研究や，教義の系統関保とザ:ま発生期の事態とによってその学説が

明らかにされている}vrの諸学、去の起源や，最後にそれιの発展に彰替を及ぼしたJ託事件に，
手をつけ泣ければたちたいc 然し左がち，基礎科学の与件を除けば，とれちは皆歴史に展

ずるもむである。歴史ゎ研究をかえちみ2まい者は， t密入及び、社会の最も重要な詳対象に対
する無関心主義を示しているか， 或しV~，は， {偶再撚最初に臼につLい，1たと実際的王芳F堅野二昂言論言でを;

ぐtに乙f言言己込んでしまうものでで、ある 3 かくして，最初に提起された問題一一現代生活にJごっ

てより密接註関保を有するもむな，自然科学で差うるかそれとも歴史であるかといラ出窓口，

在の考によれぽ，次むように解決し得る， ~pち，自然科学の基礎的諸部門に，現代生活0'

全〈欠くべかちぎる基底を在しているが，現代生活にとヮてより間接的友関心の対象であ

る。自然科学の高度c諸部門，即ち個人及び社会生活む過程と J9r産の研究に演して言えば，
このような訴究は，理論的科学生並びに実際的有詮佳の点で，歴史と全く国ーの位[C警にあ

る。自然科学のこの諸説門が，入国にとづて歴史以上に現下む諸問題と連関が深いという

ととは争えない，然したがちそれらの本当の研買は，歴史の研究友しには全〈不可能で、あ

る， 1;従£つてそれ宅ι》が読者者aに王塑理串宅4解される程度は歴史が読者に習理二解される程度にj退邑ぎた
i去v、)乙。
それ故に，現代思想の関心事は，歴史<Ddt'問題，特に社会学の訴題とより密接に関連し
ている諸問題の詳紹左検討で、ある。毛L設との書簡の中で，堅史の一般的た諸問題， EPち社
二¥.の進歩を条件づ、けている li主要素とか，社会的生活む様々な方面にとって進歩とLヴ言葉

が有している意義主，究明しようとするものである C 社会学的諸問題は，ととでは眠、史的

立問題と不可避的に絡み合っている，加うるに我々が考察した却しこれらの知殺の二領

域が最も緊密主主稿互依存関係を有しているのだから尚更のことである。疑もたく正に此の

ことが，在のとの考察に，一層ー較的で若干抽象的な性質左手j与しているιで£る。 読者ー

がここに見出ずのは，係ノごた時代に於る諸事件の場景ではたくて，それらの誌結論及び比

喧対照、で去る O 樫史から取りた物語ーも少たから-f'aちる，毛u土多分後でとれちの物語にも言
及できると忠弘然し， ffí~ 草::.C'ノ誌事実はそのまま変ちないが，それちの昔、義ば伝点によっ

て変る，過去を解釈するに当って，時代時代によってそι時代ぁ関心と葵長をそ二解釈の

L;i iこ持ち込むものであるつ fミ〈して摂史的諸開題は，名時代にと，コて過去と:m在ぴ糸
iとt:乙。毛L辻読者;こ在ごう見解を押しつけ之のでほtx(て，毛Lがi当事実宅:琵解ずる)i三ち，つ
:t b ，在にとわてj世去が王立在に反映し王立在三j三過去に反映してt-¥るそ必ままを読者iこったえ
ようと」子るもC')で士、るp
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書簡其の二

歴史の過程

《歴史>>という言葉の加の意義の考察にと告かかろう。

第一の書簡では，人智の領域としての歴史が論点に怠っていた，今度{士，知識としての

堅史の研究対象を左す過程としての震史を考察しようと思う。 過程としての歴史，部ち一

連の拾の諸現象中に於る現象としての歴史ほ，その特殊性を有してい怠ければ左ら友いし，

叉事実有しているのである。それらの特殊性ば何にあるむかT 歴史的現象は，思索する
人聞の援には，石の落下・寄散しつつある液体む醸酵・消化作用・何ちかの水生動植物養

殖器中で譲察される種々の生命現象と，どんた患に違って見えるか?

毛主のrt司法奇妙に思われるかも知れ設い，何故左ちf，f，歴史的過程は，人間・民挨・人類

によ，って実現され，且つ歴史的過程と他のすべての過程との十分注相違は実にとのととに

あるのだというととを，Eの読者もすぐやに思1"./jぞペちれるだろうからである。然L，とれ
ば全くその通与だというわけに段ゆかぬ。第一に，地質学者ば土壌の堅史に関して，叉天

文学の王望論家ば字富の樫史に関して菩る若干の摂抱を有している。第二に，入器ゃ民族に

なげるすぺてのものが堅史的生活過程に入るとは到底言うととができ左い。最も重要主主磨

史的詩人物の日常活動の中には，いかに綿密主主伝記作家と難も，決して書き習おう泣かっ売

し叉決して書き留品左いであろうような多くのものが存在している，それほ恰も多数の人

間C生れてから死ね迄の生活が，研究者にとって何等の重要性を有してい左いむと関様で

ある。社会生活の面に於ては，樫史家は毎日数学的正確さで繰b返される諸現象を書き窪

め泣いで，変化するものだけを記載するのである o 大抵¢歴史家達は，全人類に中から若

干D民撲と若干の種撲だけを樫史的注もむと者くして選び、出し，残りの人~l全件を人種誌学

・人類与を・言語学，要するに，堅史以外の任意の科学の役目に任せる。 数等ば，或る点で

Eしい。とれら諸民族む生活に関する科学の諸問題及びそれらについての思惟方法tt，動

物学者がJ1'r与の種類白鳥や壌に関して取扱う191のものと，全く類似している。動物学者

は，とれらの動物の解部学的特殊性や習性・巣を造勺たり蟻塚をきづいたりする方法・他

の誇動物との斗争等々を記述する。人種誌学者にも同ーの諸問題が提出されている。実際

に人間の諸機能試より複雑であり，一層詳しく記述し左ければ左ら左い。言語学者は，言

書D表現方法だけでなぐ需の意義まで知っているが，動物学者とて若し由来るとと詮ち，

どれかの音の変化の意義を烏かち知りたいのほ山々友のである。人類学者は，知識・職業

・用具・神話・習慣を書き留占うる，然し設の問題ぽ，所与の諸事実をあるがままに書き留

めるという動物学者c問題と同じ左むである。人類学者の研ヲ'L<D詰対象が，我ノ々にとって

一語興味があるのは，我々は人間を研究するだけで泣く，彼等に対して一層親近感を感じ

ているかちである。然しとのととかち，適用される方法の科学的意義に関して誤った判断

をして誌なら泣い。人類学者は，入簡を研究対象に選んだ所の告然科学者であるだけだの

だ。彼辻，るるがままのととだけを記述するむである O

ととろで毛えは，諸民按及び、諸種撲を樫史的友ものと非歴史的左ものとに区別する歴史家

達が或る点で正しいということを，述べて置いた。事実，乙のtzlJU<D正確さを幾分疑わし

いものにするととろの抱のものもある。ある島の住民達が，百年の歳月を隔て売二人の主主
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行家によって同じように記される上うだ不幸左島辻，上も干存在しまい。との住民達は，

二つの時代の間に経過した生活期間中に変化したのであるつとの変化は非常に一般的であ

るかA，それに関しで情報が存在し在い所にも，科学辻その変化を仮定する完全た根拠を

有している，それ故に，人類学者立ある種按に関する自己の研究に，種挨文化が時流の中

でいかi亡変北しだか，いかにしτ生己売かに関する多少とも仮設的な指摘を，言につけ加
えてL、乙っ黙L樫史家:士，とれちの諸問題を台己の領域に入れ乙若干の根拠を有する。現

代に Ji'~~ ~-r: ，士，既に有機牧乃間:界全件の丹署堤についても菩るととが出来る，何故主主らぽ，変

種説の見地か九十れ1:f，件々の有機的形雪量:士一般的危有機的発生のモメントとしてのみ意

義を有しているか人で、ある，黙しこの場合形芸老生そのものは，現在までQ)jVIで立，議察

される事実としてで:士だ〈て，科学的説明としてのみ示されている。ところで科学が問題

にするのは，系杭 f~-]:.三z;子宮iを要ずるつ有機的諸諮態の類別だけで主うる，市して倍々の場

合;士，一段吟tJ過程;つ研究という意味に於てのみ重要性を有している。個々の場合は，研

究の子段に過ぎな~>J 何等かの諸条件θ下に於る倍々の形慈の出現ほ， L'日与心環境詰条件

とその祭出現する諸形態との問、合依存関係り諸法長Ijを研究するという意味に於てのみ，重

要'K主主有するのであるコ力日うるに，有機的諸形態の変化現象中で最も研究の行き1[1ド、た部

分を註しているのは，人間の影響下;こ於ける動植物の変化である，寵してこれは最早人間

そのものの歴史の領域中に含まれるものである。

もちろん，動物学の升野iこな，樫史家が研変ずるrJiのものと若るしく類似した諸現象が

存在している。それ;主ー一一諸動物む有ずる習性の発達と変イヒο現象であ忍。現在までの所

でほ，とのよ弓左現象が実現されまユばならなかったし，叉実現されてきたし実現されてい

るというととを，結論すoととだけが可能左のである，然し車;牧学者はをだその様左王立象

をその実現過程の最中に荷一つ観察し得てい左い。あらゆる主化17勺と動初が，歴史に類似

したあるものを有してきたというとと，或い;土少くとも，彼等にとってその支北形室長の

一連の交イとが時C流れの中に存在していたというと左ば，大いにあちそう在と正である。

例え(':f，今日の蜂の共同生活手舎が，よじ単純左共同生活体から生じたというのは大いにあ

り得る乙とだ。脊椎動物にずら，主として新らしい環境諸条件に適応するための衰性の変

化が観察されたのであるつ然し蜂の《歴史>)ば，複雑注文北左手さずるあらゆる無脊椎動物

のくく樫堤>)と同様に，科学的援察の範囲外にあるつ新らしい環境諸条件C影響を受けた脊

椎動物の習性中iこ観察されるj??の変化ば.殆ど歴史の事実にだら泣い，それ立，薪らしい

風土の諸条件の中に注み若く移住者c植民地で不可避的に生宇るiVrの住居の建泣とか衣服

とか食物そのものとかの変化が，殆ぎ歴:史I亡含まれ泣いむと大して変ちたいc 科学が提供

するままの致事:学者の世界は，恒常的に掠じ返される諸現象の世界である。それ故に，現

在までのrYrで、は，忠、弁のみが人間の樫史との類訟を動物の堅堤に転置し得-3，祭し実擦に

は罷史辻入国だけを対象にしている。

反復謎起のずぺてを含む現象主包話する法貝ljを，実の出すべての過程の中に，研究者は

探求する，一一一探り返される王立象の法問ではts-くて，生すで:る変化それ自体が重要性を有し

ているのは，只壁、史的過程の中だけであるつ所与の結晶f4ミに興味を抱くむ(士素人の観察者

だけでおって，鉱物辛者立，歪めちれた騎形的詩形態を，厳IE~幾何学的諸法則?と従う不

変の類型に簿せしめる。所与c解説学的異常ば，解説学者にとって，ある機関の正常た機

構がどれ程の偏差限界間にあるかを示ずべき法則を，樹立する手がかと b在るに過ぎたい。
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とζ ろが，人間の個人的或いは社会的た生活諸説象は，実に二重¢意義を有しているので

ある。

カスパノL ・ノ¥ウゼノq土，ニューノLンベノLクむ鱈頭に突然姿を読むし，五年後に斬り殺さ

れたへ ヶプラーは，遊星通勤の諸法貝Ijを発見した。北アメリカC 内乱は，アメリヵに於

て莫大な人間と富の損失を招き，ヨーロツノぐに於て経費的危機をひき起した。我々は，と

れらの諸事件から何を学ぶであろうか?

本現在，殊tこロシヤの読者の中には，カスパノL ・ノ，1/'ゼノLを記憶してむむ旦つどんた

人間であったかを知っている者な恐ちくいないであろうと，或る友人が在に注意してく

れた。とれ法全くコむもt:J.ととであって，寧ろ外の例を挙げた方がよかったCであるが，

私は注釈を施とすととによって論題を橋正した方がよいと考える。 1828年=ューλγ

ベノL-グの街頭に農民姿C一吉年が姿を王足した，そして彼が捨子で£札 1812年 10月7

日に生まれ，読み書きを習得しているという説明書きを所持しているととが判ったコ伎

の奇'墜友挙措動作法，研究を促ずに至った。彼がそれまでの金生涯に見たのは彼の養育

者一人に過ぎ宇，パγ と水だけで地下室に暮し，旦つ自分の養育者を知ったのは解放さ

れる涯んのーす読のととだったというととが，明らかにたった。君しハウゼノLの言を信

用すれば，それまでそむ未知の入閣は，設が寝ている間に食物や衣肢を取り換えていた

のである(恐らく食物に壁際部が入れられていたので怠ろう。ハウゼノしに認められる神

経錯乱と顔及び件の痘李はそむ所為で、あろうと思われる〉。 最初との不幸左青年は，部

会の閑人達の好奇心と乱暴左試験の対象に主主り，少たからぬ苦難を主主めた。その後，多

〈の著名主人々，特にアンセ)Lム・プオイエノレバッハ〈哲学者ブォイエノレパッハむ交，

有名左法律家〉が，伎に関心を寄せた。カスバノしは，社会から臨絶されて生活してきた

大人の赤ん坊の珍らしい実例として，興味深い心理学的研究む対象とたった。黙し，一

書大きt:J.興味を喚起したのは，伎の出生に関する問題である。探索は悉く徒労に来きっ

た。カスパノじに関して特別左一書を刊行したA ・プォイエノしパッノ¥は， 1828年にパヴァ

リヤ公妃(パ{デン家の出〉に秘密の文書(王註在印艇に在っている〉た捧rた，その文
書にほ，カスパノじが確かにデューリ γグγ一門のパーデン家男系の最後C代表者であっ

て，ハイエノレ・フォン・ハイノLベ)t..ク家の出で身分不穏応主主結婚をしたV.G.カノしノし

.プリードザッヒ夫人が自分の息子レオボルトに王位を継がせるためにとの代表者を遠

ざけたというととが，証明されている。ブォイエノレパッハは， 1824年に野心に燃えたカ

スパノLの迫害者が死んだととによ η て，彼の解放を説明している。 1829年に不明の人物

によって，カスパノL殺害の試みが註された。 A ・アオイエノレノミツノ¥は， 1833年 5丹29

自に死んだ。閉じ 1833年の 12月 17日に，カスパノし・ハウゼノLが斬り殺された。犯人

は逮捕されてい主主い。カスパノLの出生は，依然として不拐である。 (1889年。最新c諸

研究に上れば，最も確かたととろ，カスパノレ・ノ¥ウゼノL事件は何等政治的注意義をもた

左かったもののごとくである。然し，惹えば本文¢記述を変えたい方がよいと考えたむで

ある。)

心理学者にとうて，カスパノし・ハウぜノしは，成人してから社会に入った入国¢珍らしい

例として，叉心理丘守諸現象c若干の一般的法員.Ijを研究する上に外の人間よむ一層都合むよ
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い例として，主義主有しているJ 伝記作家と樫史家にとって，カスパノL ・ノ、ウゼ)L~土， ! ~ I 

与η;王寺代ごう特殊志現象であり，売だ一変組合わされた諸情況の奇妙た替、合の結果で、ある，

とれらの，L'iti!j況が存在して二、たために，この謎めいた人物ば 17裁まであちゆる社会関係

から切り離され日.つ5年後に殺人者の手にかかったので、ある c プンセメム・プォイエルノミ

ツノ、が，{皮主ヂュー ilングγ 一門の最後l刀代表者と推定していた時に，設が研究していた

乃;士.繰ち返されるももりで;土なくて，唯一の歴史的現象である。

全く開設に，ケプラーの発見f勺jJ韮程;土，論理学者;ごと勺て，科学的忠世の一般的諸法闘

のWi]iこ過ぎたいっ或程ミパノとヒューニノLば， との過程が夷tプ)矯~4J\1の典型で、ある力否かを論

争したことはあった。然し，閉そ史家iこと η て，とれらの発見立，繰じ返される可能性を有

したいただー衰の事{牛で、品る，何故たち{むとの事件ば， 17世紀初頭に於乙社会的発震の

先駆可友件学的清発克の寵雑傾まる縁体に上って，叉との時代のドイ γに於る諸事件の特

殊民及び、ケプラーの伝記のー冒すてき友特殊性によって，条件づけちれているからである。

然し，とC事件が;起るや否や，それは新た立智発展の要因となりたが.その過程辻二度

と再び、繰り返され得左い，何故友らぼ，それほ，科学的・哲学的・宗教的・政治的・経辞

的立要素及び、高然的fz伝記的要[亙等が交錯し完結果だからである c

社会学者ば，北アメリカの内乱に関連し?と現象群の中iこ，社会的生活ty様々 2Z領域に於

る一般的諸法員uの穴めの幾多ヲ)例主-，間様の方法で、見出ずで、あみう。しカ込し，黙史家は，
との寵雑i売をはらんだ現象群を，ただ一度観察され百もその不可分¥1宅と複雑さの故に二度

と掠り返され得泣い!UrC)特別な現象と見るであろう。

とれ人のf空更的諸王皇宗;士，個人に於る心理現象・個人集団に於る経済現象・諸民族に於

る政i奇形態戎いほ理想的陪誌の不可避的交替等刀恒常的法員1jを確立するための資料とた

ると同じ程度に，心翌二学・社主や・個人或いは社主存;悼の現象学iこと~，て，つまり人i色jに

遇mさ紅るn然科学沼市門の一つにと丹て関心事であるつ然し，それちは堅史家にと η て，
不変 Jつ法部諸実例で、ばt:rくて，一度だけ生じた変化c異色ある諸特性急むであるつ
前述の三とがらは，二つの見地から反駁されるかも知れない。樫史理論家達立，惹L.if"-科

学としての陪堤の要求を理解してい怠いと言ろであろう，即ち，市7史はあらゆ乙科学と同

様に不変の法皇Ijを探求し，旦つ樫史的進歩の諸事実(士，樫史家iことりてこの近歩のー殻的

法期主誌に日立ちかにする良 Pに於てのみ重要なのであって，諸事実それ合体;土何等の重要

性左有していとい，叉消事実に意義を与えることは，平凡瓶三とるF舎を史家共が現在でも車、賓

の玉里i旬、として¥.'1る!肝心悲較的或いは喜劇的主主絢』覇華麗主主諸場景の万華鏡;こ歴史を変えると

とを，霊場ミずるものであるとっ叉1-3主力rllに，人間小みが所;ヰてを有し，旦てコ史上む諸事件

;主主主り返される，つで:士たくて絶えすで苛L¥，、コンピネージョン主生やるという伎L、占された

，~，;lIl つ反復主認める右者もあろうが，それ;士或程度当っている。

後者;こ:三怠:士， [-':{ /:云乃思想、が新らしいもわだと主喪している(ア〉で止ないといってなこ

う3 然し， I仁子には古 ρ こと者二宮、起させる Jひも悪くはた二"そしてこの占いととを想起させ

たLミと思ったのは，宍;こ霊史的法則ごJ う言葉の芳誌に関ずる宅一え }j(こ最近若干の混乱が

生じたi:i~ t:") ~こ外たらない。{l7!jぇ tf，パックノL の多くの追弱者連:工去が若干の堅更の法長Ij

を発見したと言寄って-，るつ毛主;士ここで[走。発見山正しさ~，或いは否認しようと E、

って¥1るつで;二左¥、然し，それらがどのようとも dつであるにせよ霊史c諸法却に関係の

おるもりで、はたいσ{皮;士只，庵史の助けをかりて社会学、乃若干 1)法HIJを確立しただけであ
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る，換言すれば、，歴史上む諸実例を参照して，或要素む蜜越がいかに社会の発展一般に影

響するか，叉若しとむ擾越が繰・り返されるとすれr.f，それが常iこ作用するて命事ろうかを，

決定したに過ぎ主主い。とれば，グィコ...-，オミシュエ，へ{グノ1-， コγ ト， ピュシェうがこの

種の法郎の確立を理解してい7をおき，歴史的進歩む法則では全くないのである。

歴史理論家に関して言えi:f，定えは彼等が二つの点で私に同意するであろうと考えてい

る。第一の点は一一ーグィコーのよろに歴史を繰り返される諸現象む過程に帰しようとした

思想家達のあちゆる試み段，問題が組告sにわたる二時代C比較に及ぶや否や，援る勢果の

完工いもC とたるというととである，従ヲフて歴史は次のよう泣過程をあちわすととに主主る，

E!Pちその過程i亡於ては，fYT与@総体として一度だけ歴史家に提示された諸m象む一貫せる
関係を過程C各蜂崩に於て決定するととが要求される，その様主主過程である。第二の点は

一一全体としてc歴史的一貫性の法則は，まだ発見されてい註いが探求されているという

ことで怠る。若しそうとすれば，一一探求しよ久

先宇第ーに， a史の法則とほイ可かとい与問題む意味そのもむを朗らかにし怠ければ怒ら
左い。一一先に言及した自然科学の二系列に於ては，法制という言葉は非常に異りた意義

を有している。現象学的科学に於ては諸現象の法躍は，諸条件一一一それらの下で諸現象が

一定の秩序で繰り返される場合の諸条件ーーを方式化するものである。歴史に於ては現象

は繰じ返され註いむであるから，法問という需むとの意義は歴史に全〈適用されたい。乙

の同と法期という言葉は，務襲学的科学では，多少とも密接に連関したグループに形態及

び対象を類別するととをあらわしているから，全く異った意義を有している。との意味に

於る法員きという言葉辻，例えば，天空f亡於毛天体c配量法員りが問題とたる場合む星学，或

いは脊機体c類別法則について寄る場合の有機体の分類学の中に，見出される。乙む意味

に於る法賠という言葉ば，それが時の流れに於る諸事件の系統的分類を意味するたらば，

歴史にも適用できるむである。

然し，形態c何等かむ類別法問jを見出すこと或い辻理解することほ，イ号を意味している

むか? 影護学的科学の中只一つのもむが，との問題に対する解容を我々に与えて〈れる少

とこでは形態の類翌日は，我々にとって全〈窃藤である。それは一一一個体の形態学であZ。

我々は，胎生学及び、発育設の助げをかちて，組織・器官・有機体む発生を，非受給卵c基

礎縮担から臣子・給見・仔の全発展段階を経て現?と観察される段階に至るまでを吟味する

場合に，生物の正常設解剖学的構造並びに暗型的註解剖学的欝造を理解する。解部学的形

態の類別は我々i亡とって明瞭で、ある，何故たちば，それは力学的・物理一化学的・生物学

的諸現象の総体?と外在ちぬ有機的発達によって条件づけられた一貫せる類別の全系列に於

る単一のモメントであるからである。

他の或る形態翠的科学に於る我々む知識は，それ程進んで、いtr..いし，我々の王室解はそれ

程明瞭で、設い。然し，我々が理解しているものを，我々泣正に同じ方法で、理解するむであ

る。老えが言っているのほ，地質学の乙とである。鉱層及び鉱物む類別は，地球の発生の結

果生じた地史c痕跡としてのみ，我々に理解され得る。換言すれば，培ままに於z力竿的・
物理一化学的諸法則の抱え国主主い作用の一連の所産中のーっとしてのみ，理解され得る。

其の他の形態学的諮科学に於ては芳UJ司法郎を理解する事は，若しもその葵生が我々に解

り得さえすれぜ，同様にして形態発生を解明する事に外主主らねもCであろう。そラいう条

件がみたされ在い中ば，我々ほ錦密左観察c方法によ。て，純粋に経験論的2工法貝日として
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':'jUHJの法則を次第に多く知りはするが，とれを理解するというととはたいわで、ある。例え

ば，望遠鏡の可視度がj曽大するにつれて宝石らしい天体群が天界にあらわれてくると，天体

の分布の法員IJほ変化するか或いは一層正確にたる。生物の形態学に於る事実的知識が増大

するにつれて，生物の分類法員Ijは一層明確になる。然し，我々が宇古必物体の発生的過程

を充分詳細に知 t，且つ観察する諸星群をとの過程の発展諸段階に属せしめ得る時にはじ

めて，我々は天体のをii5JIj法問主理解していると言えるであろ号。天文学に於てと乙ととは

まだ試みられでさえい左い，それ故に諸星座の分布は，現在まで、むJDr経験論的記述の対象

に込ぎす科学的主理解と言い得ないのでま7る。有機恒三の実l15.lりに関する科学的理解の時期

は，有機的世界一般の発生を克出そうとする最初む試みと共に始った。ダーウ fンの玉里誌

は，との再で、巨大な一歩を踏み問すことを可能にした，そして現在，生物の岳、知注良IJ(土，

完全に科苧的な立与!題とた η て;去り，との法員Ijを理解するととは一一一有機的諸形態をそれら

の発生i'I号関誌に帰するととを立味している。誌で考察した二つ(')場合に於る記~üHJは，最初

の中立無秩序で、殆どrHf!1f日と言ってよい程で，それは，大空に星を撒き散らしたわ奇妙

にも様々た生物を作りてたわむれている勝手な行為者が存在しているという観念を，原始

へのmlに極診て容PTiこ花かせデと程で才人円台。科市内耳解で;土， と(1)翌日5.Hjo，警生;土芳学的

行法員IJの作用(7)結果と見たされて¥，.る， との際諸説教は絶え寸τ本会1 り返され乙，しさよ'i~:'~Ì三

(r信長法良!Jは，一定亡ι環境'で、作JHしたがれ，字'iIiggr出に於る並々事CL L物質じ類別主主ぜ

し(j" 坦球とに於る主主々者t，L t ，~特;ρ 、類5.l U を生ぜし ;γこ二、る【!?を;質どノ，形援学;土，空間に

1rきる(力早計〉物質('雲市Ij，及び組成ι1多様1慢によるワピ1:~n) 物資('類DìJ l])-n~tる変

化C法問主含またければたらたい。生物の形態号泣，王;よ在で;士もは~~~ヘッケ/I..が解釈し

ていzように，常に作用す『る生物勺!:c-:説法良Ijに主¥.. -1ζ 類7JiJ C1i -1 (-tl-':2)変化の注目Hと発

v足寸ーるととを!詩ヨとしヤ〈L、之。

これら読科学の類似六三)ち，草安三との)法ヨ出l日;を見f尺p.し旦つr科到

する王かゐは，容易に主拾;?日;三芯2し?得号乙 C ここで、;士我々は，発生がそもそもの拐佐かち提示されてい

ると~ 'i う利点在有し vこL 乙。星空及び星雲の無秩序た配置，王女いほ多種:多様た生44?に於る

;場合γ 丈う;こ， ととでも l皮支j和臼之註主観察者には， 最初は雑多2怠ヱJ苅丹喜事r.f件牛の群し完か込見え左

言記前iIドじ心fツj場合と同じよう iにこ，照史に於ても諸事件(L)発生計関誌及び重要性による系託戸号、類が

極めて念速に開始される。

，l?1iJJ.象の関誌を明らかにする場合にほ，形援，対象或いは事件の怒号uを明らかにずる場
合と月様に，第一歩ほ常に最も重要注ものをより重要志らざるものと毘別するととにあ

るc 現象学的科学に於てとれを左すことは，自然科学者にとって容易で、ある， I~P ち，恒常

的関採で探り返されるものがより重要なので£る，何故主らそC中にこそ法長lJが存在して

いるからである，偶然的芯変容に嵩ずるもC は取乙に足ち芯U も〈てJで3うって，将来の考え

得る比較対照むたあに参考にされるに過ぎない。恐ムく，同と屈折環境で完全に再ー友光

の毘折度を見出しだれ全く同ーた北半弁析の結果を得た研究者ば一人もあるきい，焦し伎

ほ，試験の偶然f;勺な諸偏差を切り捨てて，それらによって持担返される現象の不7あり注期

を鷲克したので;ちる。このことが，唯一つ重要たととたので怠る。一一形態学立科学に於

て事実C重要性を決定するものは，何であ 7~，ろか Y 我々が先に考察し，たように.形程学

的科学に於ては形惑のも~73fj法長IJむ理解は，との~Illljとう発生きこ条件づける所の現象学的諸法

則の結えざる作培を明らかにすることと一致している。明ちかに，形態の類別法問の最上
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の麗容を助けるJ9rの要素， I1Pち現象学的要衰が，ととで段何より重要注ものに怠るであろ

う，例えば¥太陽系が天文学者達によって抱の諸系と区別されるのは，それを構成してい

る立天体が引力の法則に嬬せられる力学的諸現象によって結ば、れているかちである c 全く

同様むことが，二重星或いは三重星の星系を独立させている，我々は記述的化学に於て，

全〈同様にカリウムとナトリウム或いほ塩素とヨードを，それちの化学作黒む類似によっ

て同害関係に置き，叉化学成分及び、結昌学的現象の類似によって諸鉱物を同属関係に震く

のである。現象学的諸科学の法員lJは，形態学的科学の類研Jに於て侭がよむ重要で何がより
重要で、芯いかを決定するものである 3 との決定のために段， j 9 I'与の類別の際に作用する現

象学的諸法則，殊に類JJIjそのものとその発生に最も大き友影響を与える所の現象学的諸法

郎を考患に入れ怠ければ左ち友いσ

いか在る現象学的言lf法起が，入院の歴史に於る諸事件の類別とそれちの発生に影響を与

えているであろラか? それ段，力学・化学・生物学・心理学・徐王里半・社会学等の諸法

即， RPちあらゆる現象学的科学c諸法貝Ijである，従って一一一それら全部を考慮に入れると

とが必要て、あり旦つ科学的てある。それらの諸法則の中で，どれが歴史の理解のために特

に重要なもむで、あろうか? そのためには，樫史の唯一の手段であり旦つ唯一c対象であ

る人間を形成している実体の特異性を考慮に入れ怠ければ友ち左い δ 化学的生成物が植物

学的幸子主ut亡よって説明でき泣いように，電気ウナギほ特殊左電気的諸現象の設を以てそむ

動物辛的グノL-フ窃から分離され得友い，とれちごっの場合は，共に生物学的諸現象が最も

重要注指標と在っているからである。同様，人聞に関する諸科学全部にとっても最も重要

注ものの規準となるものは，人間の特異性rc.JJSやるもので怠ければた人ぬ。 Jijrがとれちの

特殊控は当技人間の主観的評価によって、決定される，何故註ちtf'.研究者二百身が人間であ

t，旦つ一瞬と量産も人間にとって特脊な諸過程から分離され得ないからである。

恐ちく(それどとろかか左らす=ゃ〉世界の全休的構成の中で意識現象ば極めて第二義的

だものであろう，然し，それは人間にとって非常に圧倒的主重要性を有しているむで，人

間;士常に売す=第ーに入間及びそれに近いものの行為を，意識的行為と無意識酌行為に別ち，

とのこつに対して異怠った態度を取るであろう。意識的主主心理的諸過程・信念によるか或

いは信念i亡反する意識的活動・社会的生活への烹識的参加，或る政治的党、孫の陣列に於る

或る政治的変革のための意識的鴎争，一一ーとれらほいすτれら人間にとって，同様左状況

に於る無意識的活動とほ全〈異主主った昔、義を有しているし，叉常tて有ずるであろう。従っ

て，歴史的諸事件の分類に於て，意識的諸作用は，人間の烹識そのものの中広存在してい

る諸作用の序列中で首位を占あるもので怠けれぜ主主ち向。

との意識に茎づいていか怠る諸過程が諸事件の発生に優越した作用を及ぼして日るだろ

うか? それ辻，入閣の欲求と志向で怠る。とれらの欲求と志向は， f!uf入D意識に対する

関認に於てどむように分類されるだろうiJ:.'[ それちは三つのグノL-~プに別げられる。欲

求と志向の第一のグノLーフeは，ある不可避的友ものとして入国の身休的心理的構造から無

意識的にあ人われ出るものであ円て，人間活動の既成の要素を設す時にのみ意識される。

第二のグノL ープば，個人を取 b まく社会的環境かち，或いは~'震・伝承・習俗・実定法・

政治的区弁等一般に文化的諸形態む形で祖先から，同様無意識に個人が受けとるものであ

る，これムの文化的欲求と志向ほ， fl密入にとって全〈不可避的であるとは言えぬ或る与件

として既成のものに依って意識される。それらの中には究化的詩形態の発生に当って存在
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L ていた或る意味が予想され，研守主者達ほとの意味を探求し推測しているIT)であるが.

与の時代にl.iJf与の支化諸形態のc:tで、生活してい売各個人にとって，との意味;士各個人の意

識と無関保主主主る外的友もわであるコ最後に欲求と志向の第三のグノLープば，会〈意譲的

危ものであって，各個人にとって少しも外的強制を受けやに自由独門左意識の所産とし

て，個人の中にあらわれるもわである《一つにほ，手Ij己的友利害及び身近在者の利害に関

ずるぎ為的考宅:に主主じ訂の活豆IJの令野でかる，ごっ;こ;士一一一庁長堤的進歩にとって遥かに重

要たも(7~であるが一一一上ち良育毛(!-..，わ欲求・知識を広め高い目的主立てようとする志田，

r'J己の務室，王号i堺自律的王月l;想、に応じて外部号、ム与えられ六一切のものを変苧しようとす
z:欲求，真頚(1)要求ずる!Yiによ→て考えqlJる現在γ')!if:界左打ち立て，王雪警の要求するJ討に
よ η 亡高実ごう世界者二打ち立てようとする志詞寺でか乙。科学的、研吏め結果. との第三のグ

ノL~プも人間の中で百由独斤に莞展するれで;土 j三く， Nri[iHの環境及び彼の{毘人B!;.:発達の複

雑た影響の下;こ発毘ず乙もので、よれるといヲととを，入江確信している。然し，人間が客

観的にとのととを確信・していても，依然として投ゎ育議内中に存在する幻想を主観兵でには

取り除ぐととが決してrH来在¥'0 との幻想が，批判的に日!切と手段とさと吟味Lつり技自身

がそぐハ為に巨的をJLて手段を選択する!9iゎ活動ε，伎が自与を外害問、ち与え九れた或乙:iu
具として意識している機按的，感性的，押環的た活動との間?と存ずる百六た相走者-，伎の

7hめにつくっているものである O

J-~j主〈ブ〉三つのグ\'L ープば，人間に関ずるあらゆ乙科学の中で誌にと司て最も重要設現象

学的過程に茎づいて相互に毘切される，従 η てとれt-， (?iグメープば科学的に議定される，

而して粍曳の諸事件の守'tSiiにとってそれムが有している?奇襲ば，意識過程に対するそれら

れ関係j.ム必黙的に生じて〈る。最も72f識的であるグ/Lーブば，人rmlとる摂史家にと丹て

1定宿ノえぐっ本慢によって不可避的に圧倒的た重要性を有しているが，同様にしてとのグノL......... 

プは，人間の需史にとってもとの墜史F本質上圧倒的た重要件ーを有してい左打ればたらねc

FT日的な意識的活動ば，問題γコ提起の点で、中斡き:たし，宿してとれを中心にしてその他多

〈ど1)人間活動のあムわれが群り存在する。それ;士丁度，入院が達せんとする麓々のわ仏が，

大部与の人間にとってほ一一一密入れ最大の利害に応じて，叉最も発達した能人にと η ては

辺徳的調註に関ずる彼等の考え方;こ広じて，相互に従揖関係、に立つりと全く同じで、あるつ

立誌の科学問辻，ととで;三等し〈主観的f!と三過程わ合流グ〉結果得ムれるが，その過程二の一

つは照史家の思想の;t1で，砲の一つ;主再苦境的侶人と_tt団ゎ援察の結果として得ちれる。歴

史的汗事件の発展示問は，との見地からすれば一定の研全対会とた乙っ故に，各時代に於

ける最も発注しfr:fl同人によって最高刊日的，真玉~l' :iu智子軒想、として玄;哉され売jD:('¥会

f命王町勺目的を把揮し左けれ:7EEムぬ，とのような佳界観，それを銭泣し売批判的及ぴ非批

判的た忠考過程，並び、にそ '，1)連続苅変容等を生ぜし治?と汚iの諸条件を萌らかにしたければ

'ttt-，ぬ，それらの歴堤tFJ，論王町内連桁[弔ア)中に7J斗くして発生した種六の世界観を合し主主

ければ、ならぬ，叉それらを中心;こ其ゎ他一切れ人if¥1 (1)需主の諸事{牛耳原田と結果，促進

的左ものと阻害的友もの，典型と例外として配置し芯;ナればたらむつそろして掠めて，研

究者ば，語々雑多に見える1事件プラ絢嬬?とる万華鏡丹、九堅史的一貴jt¥:の註員lJへ，不可避的

に移行ずる。

との立請に当って主要危研'?C対象と子段はすべて，主観於た世界に属してい与。どび持

弐\こも間人及び何人の集団が追求した種々の日 (f~!ì主主見氏である，彼等σ)同時代人速がと
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れらC目的を評倍する緊によれ9r とした世界観は主観的で奉る，暦史家がj~l:与ι 時代ιJJif

世界観に対して伎が重要且つ最高と考えるものをそれらの中から選抗するた診に付与する

所の評価は主主主的である，叉人間の暦史に於ける進歩の度合を規定し，進歩的Cti'時代と瓦

動的諮時代並びにそれらの歴史的発展段賠の原因と結果を指摘し， 11てコ同時代人に現在可

能なものや望ましいもむを指示せんがたおうに，理史家が世界主主￠全系~~rこ付与する高値も

主観的である。然し，これらめ場合に於ける主観性む起源は様えであ t，叉との方法C結

果起るかも知れ泣い誤謬を除去する為の諸方法も様々で、ある。 J9r与ぁ時代に於けるf国々の

諸目的とそれらの道密的評備の主観性は，最も多面的危観察と研究に留する全く不可避的

で旦つ科学的設事実で奉る，樫史家i土i誤謬を避けるためには，頗る続密た方訟で、!?J与ι持

代に於ける交化的環境と個人の発達段階左翼解したければたらたい，ととでは彼はあらゆ

る抱の科学に於けると間様に諸事実を蒐集し，伺人的左伎の諸見解は，それちの詰事実の

設定に殆んど関与させたいか或いはさせてはならない。若し設がセン・ウスレト或¥，-はテ

イムーノLにノLイ十四世或いほどスマルグの複雑な外交的考慮を容認するとすれば，訟は自

弁C論じている時代を全黙知ヲていないととになる。若し伎がへラグりトスむ思想、の中に

ヘーゲソLの弁証法を挿入するとすれば，更に径は二時代の呂加を十分了解していたい。若

し誌が堅史に於ける褒越的意義を文化現象，国家必拡大，諸民民ι斗争に付与するとすれ

ば，彼ば入居の本性σ二特異性を人間自身がそれを意識する様には解うていないととになる。

科学的知識がE確広汎で、多面的であるごとは，とれらすべて(.'.-'場合に誤謬を除去する芦であ

の最良(7)手設と怠る。然し， liJi-与の時代に於ける建々の世界観の客観的評価，或いは歴史

家によって樹立される理史的進歩の理論は，全く f話題が5JJjで去る。乙とではレかに正確た

博覧多識と難も，若しもお;者が1211うた理想、主立てる主主ち1]:";W!謬を除去し得たい，ととでは

庵史家個人〈勺独自怠発達が反映され，彼辻自己の立論により以上む正確さを{，J与する手設

を，問弁白身の発達についての自己慮め中にしか見出し得ない。入閣は，絞自身が到達した

道議的達成を，意識的或いは無意識的に入額<1--'歴史全体に適用するも Uこで恋る。或z者辻，
強大友諸国家の形成或いは鼠号事を促進したものだけを，人類C'_生活¢中に探求している。

第二c者ほ，主として諸国民¢斗争・努力・滅亡主主どを注視する。第三む者は， ftさった国

が常に負けた寓よち正しいといラことを，自己及び、人々に確信せしめんと努占うる。第[go

者ぽ，諸事実に関心主寄ぜ，旦ラ人類にとって絶対的善であると設が考えている理想、を，

それちがどの程度実現したかに関心を抱く。彼等は皆，自己の道徳的理想観によ η て主観

的に堅史を判断するのであって，それ以外む方法で、は判断出来たいむである。

療堤家は何等7):.の事件C影響を受け?と人出の数を考慮に入れるととによヮて，事件の重

要性を判断するための客観的規準を得ることが問来る危どと，読者は考え友いがよい。アウ

グスティヌス或いはボ、シュエにとって，小パレスチナの住民;こ影響を与えた諸事件C方が，

ジγ ギスカン或いはマケドニプ乙アレクサγ ド)1.-(}J詰遠征よりも，遥カコに重要であったと

同様，現代の樫史家にと丹ては，蒙古人による巨大た中国帝国の託銀ば， }l!J、うにスイスU-!

地の若干の連邦諾1+1対ノ1プスプノLク家む斗争に比べて，重要性がは毛かに少たいであろラ c

勿論，若し諸事件が直接的に影響を与えた人開会詳のみならす->数世代の生活と思想、がこ

れち諸事件によって制約された所む一連の世代をも考慮に入れるとすれば，人誌の数む多

さを規準とするととほことでも可能で、ある。然し，このよう左場合庵史家と思想家は，認

めて屡々謬想の影響を蒙むるものである。彼が白己の主観的左道徳的見解では最も重要で、
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あると考えているもCでも，人類の其後の運命に極主うて間接的た影響しか与え左かり7どと

伎に思はれるとともある。ある著者は，新乞しいヨーロッパむ精神文化に，かつてガ1]レ

オの踏樫にiJX.長した教説の支配的影響を見出し，旦っこれに比してギリシヤ哲学詰孫(i.，影

響'/J:::.J;ft々プとあも(1，であったと主張するであろう。叉ある療史家ほ，全く相反する命題を間

接に断乎として主張するでまフろうュ

かくして，好むと好まざると i亡掲L宇，時史(7--"，).i過程は主観的に評価されるととに在る。

換言すれま，自己わ道徳的発達ι程変に誌とて何等かの道徳的理想を体得ーして後，黙史わ

&'i tコゆる事実がとり理想を促進或いは阻害したことを示了一つの展望む中にそれらの訪事

実を記置し， 旦っとの促進或いは阻害が最も明擦に表芳=~された記事実を照史にとって最も

重要なものとするととにたるUノでま人乙。黙し，更に二つι重要た事摂がここにあちオJれ乙。

第一段， この見地力、?ずれ;まあr:， ¥ヲコ忍現象が，有益左もι或v，f士有害たも(7.J， ill徳的善或

いは悪に号uけにれることであるつ第二段，開史過程の展望を決定するJvr(!)道徳的王手二想、(7，伝
持者たる我々自身ほ，と(')過程(7J最後に位置してむち，それ以前の十ペては我々の野想、に対

して，不可避均に一定のr=i r汚に導く準備:1今 ~(i段階の関誌に立つということであるの従って，

歴史というもれは，有益な原理と有害左原理とむ斗争と考え1:*1"有益た原理が，変るこ

と左〈或いは次第に発展し芯がt)，絡には我々にとって人類C最高善と岩え t)れ乙地点に

到達したもιと云える。然し，有主主た原頭が，必示、実際に利したければたらなL、という

ことで、はたいc 叉，あ九法る次ι時代が，必十しも我々の追語的翠葱tc接近ーして来ると¥.-)

うことでも左いっそれJ1Jrか大抵抗y謀察者は，反動的主主諸時代が歴史に於てはごく一般的で
怠ることを，実によく知ってい乙っ主主る人々ぼ，こCぺ憂き世》に於ける悪の霞越と新らし

い諸f佳代の寓敗明落を心かち嘆いて¥.-cZ。叉，或る人々は，人類にと勺てよりよき未来が

不可能で、あることを，ヰ直に主張してし3るc それにも拘ι十，若しこれιの人六が!官、史的
，l{f事件をこ概観すると友れぼ，過去のすべては，設等がより良いと考える川むものと一致し

た展望に不可避的に鹿置される。彼等の王型;患の発展を促進し或い;士その実認を担害したι
事件だけが，前景に現れる。若し思想家が，現在主主いは将来に於けるそむ道徳的理想む真

の実現を定歩るなち~:f，伎にとって培史のすべては，こむ実認を準備した諸事件左中心に

?分類される必である。若し佼が白己ο理想を死後の世界へ移すたたば，歴史は来世む幸福

と結びついた信仰の準慌に過ぎたいっ若し設がより良きものの現実化に対する一切の可能

性を否認する左ちi'!，伎の理葱は璽史によって入閣の思想の中に創泣された内的左最高の

確信であって，旦つ重要注るもの及び重要左らざるものとしてC過去一切ほ同様に，乙。

道徳的確信一一ーかつて実現され左かったし，現実的未来にも実現されはしたいが，入国の

発達の最高極誤として人間の意識領域に於てだけ実現される確信一一一ι準錆として技の前

に展開するのである 5 磨史的訪事実を我々が意識する現実的或いは観念的危より只きもの

へとのように近づけ，旦つ過去の人類。生活の中に我々C道徳的理想をと心ように発展さ

せることは，件人にとって歴史の唯一の意義，諸事丹二の需史的た吾首〔のP1t~C05圭員1]，進歩

ど'、法期をたすもむであ毛っ我々が，との進歩を実際的に連杭的左もC と考えるにせよ戎い

;士絶えす=動揺に曝されているものと考えるにせよ，叉その現実的左実現を信す=ε:じ1tよ戎
いば只その意識を信やるにせよっ

子，<くして，我々は時史c過程ごノ中に;不可J主的に進歩を誌許乙?若し我々が，現在!括和を

得つつある原頭の味方で、がるとすれば，我々は台己の時代を込ぎ去った全時代ケ 1.1:，光と見
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るのである。若し我々の骨|吉が，明かに衰えたもοの{剥にあるとすれ:'i.我々の時代辻批
判的，過渡的，病的左もので差うち，我々は，或いは現実的世界の中で、或い段空想的未来の

中で或いは人墳の最もずぐれた代表者達の意識の中で，我々む翠想の勝利の時代が，とれ

?と続いて現れることを信じているのでるる。世界の近き耗末を信じた者は一一一市もこの世

界は伎にとって悪に充ち売ものであったが一一乙の移末に続いて当燃£らわれるべき心正

しき者遠の至福を信じていた。全きものの最初の状態を受容した者は，次の歩みから進歩

む理論へ踏み込んだことにたる。樫史~C於ける念速主主諸転換を信奉するもりでさえく然し

今ばとの問題を展開しないととにするが).この人間的思推の一般法起に従うことを余儀

左くされたのである。との思i:詮の不可避的必然性によれr:r.人間にとって歴史の進歩泣，

常に多かれ少左かれ明瞭旦つ完全に進歩のためfZ)斗争であ 1)，叉進歩的

の現号雫号的或しい1~ば主説念白的守展開でで、ある， そしてそれちの諸王現足1象宗だiけすが， との進歩に影響を与え

売ととろの最密左意味で歴史的左ものであったと云える。

進歩という言葉心意の解釈が殆んどC読者の御気?と召さないだろうととを，私ほ知って

いるつヨ黙C諸過程に固有左客観的公Eさを歴史に付与せんと望んでなられる入江皆進歩

が訟にとってほ研究者の個人的見解いかんにかかっているというととに， '1責慨されるであ

ろうご臼己C 道準的世界観を絶対的に完全だと信じている人は皆，とむ世界観の諸原理に

最も密室左関係を有ずるものだけが，彼等にとってだけで、泣くそれ自体に於ても，歴史的

過程に於てより重要左のだというととを得心したがっている。然し，全く，思索する按ど

の人々たら!'f'以下の単純左ととがよコは， もう解ってもよい頃たのだ，即ち，重要注ものと

重要で、泣いもの，有主主左ものと有害左もの，良いものと悪いもの等の露)]Uぼ，人置にとっ

てだけ存在し，当然a及 iJ;、諸事物自体には全く無縁たものであるというとと，人間にとって

ほ，人fH1YJ(入額学的〉左ものの見方を一切に適用ず乙必然件.が不可避許ちであり，諸事物全

拡にとって;士叉同じように，人間の判断と共通するものを何等有しI:s.~""諸過程を跡づける

必然性日不可避的であるということ，とれである。人間にとって重要危のほ，一段諸法則

であって何々の諸事実では左い，何故たら~:f，彼l士諸対象を一般化するととに上司てのみ

それ人:を理解するかちで、基うる。然し，認現象に興ずる一般的諸法員立を有する科手段，人間

だけに国有左ちのであって，人間と切り離して考えた場合に註，掻めて微細丘一一一余りに

も徴紹たのでそのままの状惑で、ぽ人間が捉えることの出来ない程の一一問時均及び継続的

危諸事実りコ γ ピネーションが存在するに過ぎない。伝記或いは醇:史に於ては人rm(或い
は人間集団〉の若干の思翠，感情及び、事業ば，人聞にとって王里想的意義，格史的重大性左

有する最も重要注も引として，平凡fX8常的生活から区別されているつ然し，との区1Wは

彼即ち入閣によってのみ註される，自然の無意識的諸過程註，甲虫の開'<2)毒或いは買手か

らーコベイカでも余分にふんだく λうとする小売商人の志向を生み出すのと全く尻様に，

万有引力とか人間の一致団結とかの思想、を生み間ず，ガリパノLジヘワ;Lラン及び、佐等の

よろた人々辻，自黙にとってナポレオン三世の任意の上読議員， ドイツ小都市の任意の市

民，三ェーブスキー通りむ歩道をぷ hついている俗物共の任昔、の男の如き一九世紀ゎ人~f;n

の見本と何等異るj去が左いのである。去平無比左研究家がー較的法則。重要性，天才或い

は英堆等に関ずる自己の道徳的判定を，人間的理解と願望の領域から公正で無意識的危臼

然の損域へ移し得るであろ弓上弓左摂拠と怠るj針。与門こを，科学は何ーィつ提示してい友い。

確かにと述♂擁念規定にi司電Lそい二人の非凡た巴替、安ブ〉進歩に演する概念について，
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此の際私は思うき:述ぺざるを得2ヱレ。《進歩とは， 一一ーとプ)1ードンば害ってトる Gm

歩の哲学，二回)，←ーーそれば一一一全較的た運動の誰認であ之， 従~，て， いかたるもめで

3ちるにせよ存在するもむに適用される一切の不変i町公式の否~j三，宇宙c機構をも例外とし

左い一切のき巳し難い機構の否認，変化し得主主いと考えられる一切の主体或いは客体，経験

i;(:3(1守主主もの或ぃ;士先験的左ものの否認である人 とむ見解は， 云わば，全般的だ変化過程

の祭壇の上で白己の確信に止おうを剥す所の全〈客観的た見解である。然G，との偉夫在思

想家の拾すて、るji与を読み続けて見給え，そうすれぜ諸君ほ，種々の顎域に於ける進歩が役に

とって;士自由，人権，主義等の，思想、どっ集群と同意誇で3うることを，了解されるであろう，

換言すれば，彼が進歩と名づけているのは，事物むより良き理解及び、{麗人，社会む道徳的

により高き理想をもたらす変化である，との理想が彼フツレードンの中で形成されていっ?と

のであった。絶対坊によいものが，あらゆる発達し?と人間にとって存在したし，叉存在す

るであろう却しブルードンにとっても存在していた。それは，ブルード V にとって真理，

R由，正義と名づけられた，そしてこむ経対的左もの辻彼にとっては，一千年至福説の信

奉者達にとってのキリスト再誌による千年の治世にも似売，主観的拘束性を有する進歩の

司的及び本質とたっている。然し，プノLードン自身外c所で」一外でも註いが，そ¢大作

〈く革命及び教会に於げる正義について》の第九の試論の中で一一進歩に関する別様む考え

を述べている。乙とに於;テる彼の見解は，多〈の点で怠の書笥中忙述べちれたとととf以て

いる。後ほ次のように語るく1868 年版，プリュツセノ~.， III， 244以下)， <<進歩とほ，運動

より以との或るものである，事物が運動することを指揺しただけでは，我々はそれが進歩

しているということを少しも証明したととには註ら左い》とO 彼;士<<先験的に決定され

ている危機の中にも，現代的機需の必然的諸条件?とよる所与の秩序の中にも)>，叉<<人間の

意志にかかわりの左い物理，社会的諸変動》の中にも，進歩を見ていたい。彼それちを駆

にとって<(若し我々が正義と白出を， (ー〉待問の流れ?と於けるそれらの運動と見， (二〉

使しそれちの前進運動に応じて変化する人間の能力に対する作用と晃るなちば，進歩

と辻正義及び告白と同じものである>>。 ブルードンは，抱の諸条件の中でも，進歩の中に

は宿命論的たものほ何一つ存在してい主主いという証明を， くく完全E確左進歩の理論》忙要

求してさえいる。更に伎:士述べてい乙， (III， 270)，くく我々は不可避的に進歩主信とてい

る》と。

スベンサ ~V土次のように言寄っている〈くく苦作集>>， 第一，二合同)， 進歩をEしく理解せ

えがたるには，我々;泣士我々C 利雪と無関係にそれらの変化を深く観察すること:にこよ

それちの本質を研究しなけれ[ばf左ち芯Lい、..一….一..一.進歩どのう付i凶;活主E白f立的l内勺ι事'fitf及乙びピ有益たu苛者結果;ば士さて
3令ξいて， 進歩とはそれ自体いか怠るものであるかを白人にfH]うて見ょう)>。黙る後段は，

等実より異質えの移行を有機的進歩と名宇け，これがあムゆる進歩の法立ljであること <J;-

明している。ここで立既に，多弁，我々は全く客観的に現象を鼠察しているG 黙G，スベ

ンサーのこの問題に対する扱い方そのものを注雪、深〈読んで、見給え，そうすれぜ諸君は，

伎が全く主観的主主見地かち再発していることを了解されるであろろ。伎は，人口(')増加，

物的生産物の数量，それちの寅の改善，認識され?と諸事実及び解明された諾法三iJOJ増主I!

---つま b直接或ぃ;土問援に入間の幸謹む出土左目旨す一切りもげ唱力トーーのおきあり

ふれ?と進歩の考え方を，与件と見たしてLへる。伎がこのような考えブJCU中に見出Lている

のほ，暖味き，進歩の詮に過ぎ左いのであって，進歩そのもιではたい。彼は，正にこれ
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らの変化を明らかにし，且つ正にとの過程の本質を見出そうと欲している，そして彼にと

って進歩と名付けるのに好都合左有機的発達の類推によって，その本質を分化の中詑見出

したと考えている。然し，有機的発違法，著者が進歩の概念を借り来。た藷現象の特徴的

左特性をもっているだろうか? とれ段顔る疑問である。人口の増加，物的並びに知的富

の増大は，その中により良いよ b望ましい或るもの，人出及び、人類の要求によりふさわし

い或るものが，見出されるという一般的特質をもっている。然し，生れたばかむの動物の

仔に，それが発生し来っ?と経子或い辻卵と較べて，よ担良いものが侭かあるであろうか?

或いは何故成長した動物が，生れたばかりの動物より良いむであろうか? 若し動物の発

達?と於げる進歩について語っても差支え左いとすれば，告然に於げる目的，植物の接室，

太!場系の富家について諮る事も同様に正しいであろう。のみ友らす"若L人間社会に於て

等賞かち異質えの移行がεんぎん進んで，各人が特殊左言葉で語ったり，真理.1E義，美
?と関して特殊危機念を抱いたちするよう左ととに怠るとしたら，スベンサ{自身果してと

の分イ己主進歩とよぶかどうか，大いに知りたいものだと患う。スベンサーの思想は大体か

ら云えi':f正しい， 1可故左らぽ，経験は，非常に多くの場合彼スベンサーの道徳的理想に対

する個人及び社会の接近が分化によって行われたことを，証明したからである。然し，こ

の概念ほ進歩の現象全体を被いほし主主い，市もjVr与の道徳的王室葱の創造過程としての進歩

と，必宇しも一致するとは誤ら泣い。その上思想が正しい場合にも，それ段進歩の原因だ

けを示すのであって，進歩そのものな，依然として人間或いは人類にとって何がより良い

ものであり何がより悪いもCで、あるかというととに対する思想家の主観的見解の中に存し

ているのである。スペンサーが既にそD著《第一原理》の初版の中で，進歩という言葉の

余りにも京汎在使用の不明確さを自覚して， との誇を多くの場合?と発展 (evolution)とい

う言葉に変え，旦つ発展に次の公式一一一<<葵震とは，経え問主主い分化と統合によ司て，不

窃確で探務<D?$.い等質から窃確で、連欝陸ある異質え移行するととである)>(<<著作集))，第七

分間， 233)-ーを与えたというととを指摘して置とう。との公式がさし売る反駁を許さ左

いむほ，一つにはそれが意味する実際的危鱈によるもむであり，叉一つにはとの公式の真

の意義?と設そぐわ主主い極主うて多様念場合をとの公式に当てはめるととを可能にする不明瞭

性によるものである。然し，とれ段発展の公式で、あって進歩の公式で、ほ左いのであ乙か

ら，直接ととで考察している問題とな関係、が左い。

か〈して，例?と挙げた二人c思想家は，意、の引用し売進歩に関する諸見解と言葉の上で

だけ一致し主主いのであって，本質的にほ皆と同様に，人間的怠控の本質?とよって制約され

た同ーの芸盤に立っているのであると，私は考える。彼等は，自己の道徳的理想、を立て或

いは外の人から何ちかの道徳的理想をかりて，て之〉最高の善とそれへの接近むための戦を，

歴史の諸事件の中に見ている。すぺてむ入のしているととも全く同じこと左のである。

90 

子一一← ー
司F

ま



書簡丈の三

人類に於る進歩の意義

以上前の書簡で述ぺ?とととかち，在、吉身が入実nの進歩立勺.;"Ji動の百的す:何の中に見1+ーして
いるのかを，読者にはっきり述ぺるととが必要と友るのほ云うまでも左い。でほそれきこ試

み上ろ。黙し，その前に，怠の考察全体の科学控を恐ち〈根底そのものに於て務砕しそう

友一つわ反駁を，取り除いてなき芦さいと忠弘

若し，歴史が進歩合科学としてのみ理解され進歩それ白拡が我我の道徳理想の見地かち

するMf事件に対ずる主観的見堺に過ぎ左いものとすれば，震史の科学控段道徳的理想、一一

唯一内科学的真理として人棋の中に不可避的に確認されなければならないもの一一ーを作り

出す r1J，g~問によって制約されるととにたると，在に指撰するととが問来上三との結論を

認容することによって(在はこれを認容している)， 人々は悲に次の主口〈反駁し得る〈事

実茂駁してき売)， E!Pち，人間の道語的諸王旦曹、;士袈在に至るまで頗る多種多様であ勺芦，そ

して事の本実そのものかム云巧ても純粋に主観的在諸現象と Lて常に多種多様で、怠ければ

左ム丘い，叉とこで我我が置号、れているのは科辛の領域で、は友〈て信仰の領域である c或る

人の言仰は外の人に拘束力を持た泣い，同様に抱Jア〉人達の道程的諸理想ば拘人にも殆んど

拘束力き:有したいっ続粋[亡主観的危見解にと-0て科学的貞自二の基準は存在し左いので、ある

h ム，存入;土自己の詩却な近f意コ勺君11立さとイ乍り出す完全た正当晃三二有している 3従司て進歩の

評価と退歩。問解そのものは科学的に作りH1され得泣いっ1/1:-フて進歩の科学的理論，歴史の

科学的構成戎いばそれらのiiZ論点についての同立さえ断然不可能である，と c 怠はこれら

の反駁を理由あるものと 11，~(bぎるそ得だい乙だ号、ム暫〈それらについて詳述しようと豆、う。

若し，人々のI2jに存在し旦つ常iこ存在して来穴差異に主寺、いて結論するとすれば J立5F:

i約三里怠グヲ読ーのみなム宇，科学的真煎ぐり杭ーも，拒否せざるを得左いであろう。人知を構

成している十四億の人I誌の中，短めて大多数のものは，ごく表面的左科学的知識さえ持っ

ていたい之げで在く，科学的理解の主礎さえ身につけ友かったし，人類学的発展む初期の

， ;l~fを諮すム経過し 2主力、丹売。多くの種撲は，若干の基本的な数の概念もだし抽象的左言

烹もお.~てい左い。現物崇拝，魔除け及び占いの信仰，奇震の信仰は，未開人及びヨーロッ

パの士宮zifi階設に広く行われているのみ左らすτ，いわゆる関イとした小数者の伺にも絶えすτ

現われている c とのことかt;.科学ほ人間のために不変の真理としては存在し左いと結論

ずべきであろうか? ョーロヴパの学者達が獲得し?と ~ilí結果そ，幻影や予言的危夢に関す

る物竺浮上りもより多く是認すーペき摂極が少しもたい思、想、の現象と見たすべきであろうかT
で，若し我我が現在観察している世界の事態が存続するとすれif，科学的にdむ索ずる個

人の去は，幻影や予言的友夢を{言すτる多数者によって営に圧倒されるであろう。怠ば;Itf

徳的理想、の続ーが，科挙8~J真玉串ーの統一;ご:劣ょう字、，院かた命題~見だされ得るものであると

考えている。とのこつは， ff8J入からぽ特殊左発達を要求し，且つ多7三者iごと η てほ現在に

おいても過去にむいても存在し怠いと 1.f'l弓理由で，両方とも拒否しようと思えぼ出来るで

あ九五然し，智的に発達し?と小攻者の科学を唯一の必然的真理と見在している人々;土

道徳的に発達し売小数者の諸理雪、ξ，全く個人的危或るものとして拒否する摂拠を殆んど

有してい左いっ
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あちゆる科学的成果な，一挙に達成されるのでは泣くて，思想¢創造と諸事実の批判に

よって達成される。智力が科学的真理を理解して身につけ得るように怠る前に，習練によ

って智力を酒養し怠ければ、主主らねっそれ故に大多数の人々は現在に至るまで科学的運動む

圏外に取り残されている，そして科学的批判む諸成果に通 Cているか~þ 多くの人は，奇

讃的事件の物語でも緩ち返すように，これちの諸成果を無批判に繰り返している。ある事

実が，一連の穀密友研究方法による検査に合格した時，それば研究者にとって科学的たも

のと在る。却ち，矛窟の皆無，観察との一致，現実的類推を有する仮設のみの認容，一切

の不必要注実験し難い仮設の排除，一一このよう左ものが，一連の科学的真理の群に入る

権利をもっ一切の薪ちしい理論に要求されるものである。これらの要求は容易に充?とし難

い。それ設に，人知の麿史ば長期にわたる誤謬c連続であって，それらの中かちE確た科

学が一切毎に次第に作ち出されたのである。矛震がるっては註ちねという要求は，知識に

プレ{キをかける強力ま原菌C 一つであった。何故主主ちば，新乞しい命題を確実た真理之

見左されるものと比較したけれぜ怠らたいからで挙る。そしてとむ比較は，比較の詰点そ

のものが批判的に確かめられた場合だけ有効であ争得売。それ敢に専門の科学は哲学的考

量の全徐かち創造され怠けれY.ftcち主主いし，叉最も単純完工科学の真理が最も複雑完工科学む

裏付けと友ち怠ければたt)まい。とC ょう註訳であるから，非常に秀れた識者達が，自説

が外見だけの真理と矛若して主主いというととを翠由として，若干の科学的命題を今日まで

拒否してきたし，現に担否しているというととは，ごく当然主主ととで怠る。観察と一致し左

けれぽ左ちぬという要求ほ，同じく盟難た課題で重うった。そのた診には，震察することを

習得し友ければ左らねのであるが， これ叉容易たことでは主主かった。古代の最高ι識者逮

や新時代の著名左学者達は，極めて粗雑悲観察上む誤謬の彩だしい証拠を，我我に遺した。

そして今日に至るまで，戎る場合に主主された観察の正確さに関する論争は後を絶ってい左

い。科学的仮説がどこで形而上学的判断に移るかの限界を指示するととうさま容易で、主主いと同

じ位，科学の諒進のたあには妥当註諸仮説注しにすますことは不可能である以上，我我段

これらの夜説を確立する毘難性については敷釘ずまいc そのようた例は，最も普及した諸

著作や最も尊敬すべき学者達に於てさえ普通のとと志のである。

とれらすべての西難世は，科学的理解の遅々たる歩みを説明しているが，同時にそれは

叉，古代に於て自然科学の基礎的諸部門を支記していた知き諸説扮ノマたる混沌が現在支記

している諸領域にも厳密に科学的主主思慢を適用するととは不可能であると考える理由は全

く友いととを，批判的に思索する研究者達{tC確信させるつ古代世界は，論理的に演経的・

数学的・幾何学的左真理の理解をj当り出した。然し今日に至るもまだ図積法を探求してい

る人々が存在している。一七世紀は，客観的主主現象学的諮科学に於る真理¢検証法を確立

し?と。然し今日に至るまで，専門家達は世代交番に関して矛盾した結果を導く諸試験で互

い?と対立している。心理学的観察の知識は，未だに論争の対象に怠っている。社会学

は，ごく最近にその若干の命題を確立し始めたばかりである。あらゆるこれらの領域で

は重克を異にした人々がp 論高~.ì主の科学的正当さ左執識に否定し左がち，未だに対抗し

合っていて， これちの領域では，いか怠る II主観察が確実主主ものであるか， 'V'7J'.怠る諸仮説

が認容されるのか，どこに矛震が存在しどとに存在していないかについて，折合がついて

い左いのである。それにも掲ら宇，これらすべての領域で，研究者は確実在科学的一般的

真理主探求している。至る所で批評家の大多数は，との真理が存在しているとと，それを
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見出すことが可能であり且つ克出さ怠けれぜたち左いということを認占うている。一体何故

に，道徳的理想、の領域に永遠の矛震を認容し左ければ左らたいのか? 何故に，本能と郡

那的希求記よって生活している人間を，道徳的詰現象を分析しそれらの法郎を発見しよう

としている人間と，同列に置か左けれtf左ち左いのか? 道徳的諸問題に関して思想、家達

。間で行われている現在の詩論争か九，との場合科学的諮結果に決して到達し得ない主主ど

と，何故結論したけれぜ左ιだいのか? プ J}ストテレス(疑も左く偉大友識者〉の述動
輪によ司て判断すれば，力学C存在の可能性は，レ3かたる場合でも拒否し得るであろう O

かくして，益々拡大してゆく個人の或グループにとりてほ，人類の発達と共に不可避的

iて必黙的真理となる道徳的理想を科学的方法が創造する不可能h控は存在し危いc それと共

に，進歩の科学的理解を増し，日.つ科学としての歴史をおも立てる可能性が得ちれる。

ともか〈も，辺徳売の領域に科学的方法を適用し得左いという確かた証拠が左いので、あ

るかt')， 最も合理二的立道徳的理想の批判前創造とと乙理想に基づく歴史n/~近歩の科学の樹

立に努めるととほ，人類にとりて最も重要た諸問題に無関心たち得たい各flm人にとのて，

許されることであり旦つ義務に近いもわでさえある。正にとのよう左玉里出によって怠が何

に人頬の進歩を見出しているのかというととに対する明確左指示を，意えは敢て以後の考察

全体(')摂民に置くのである。

身体的・智的・道律的な面に於る個人の発達，社会的諸形態に於る真理と正義の具現一

ーとれが，訟の見るlijr，進歩と考え九れる一切を包含する笥潔主主公式である。一言中し添

えて告くが，私はこの公式の中に怠個人に関するもの辻何も計算に入れていない。多少と

も明瞭完全に表現されたとの公式は，数世紀との方あちゆる思想家の意識中に存在L，現

代ではこの公式に反して行動し且つ全く達司たものを望んでいる人々すιが繰む返し唱え
る当り前の真理とたりつつある。

在ば，との公式に含まれている諸概念を，とれらに対し誠実左態度をとる全ての人にと

η て全く明確で、且つ種々の解釈を許さ左いものと考えている。売とえ怠が間追っているに

しても，ともか〈とれらの概念規定， この公式に含まれている立命題ι証陪及びその詳軒i

fz展開は，倫理学に含まれるのであ η て，進歩む理論に含まれたい。化学的真理;士，生物

辛に関ーする論文の中では証明すぺきものを持た主主い，倫理A学の ;{l~真理ーは，事それの暁史的

;邑程への適用ということである場合にほ，震関すべきものを持売友い。思うに，上記の公

式は，類る寵潔であるにも拘ちす:;; TL汎友展開を可能にする O そしてとれを展開するとと

によ「て我々は個人的道徳並び、に社会的道徳の完全た玉里論左打ち立てるととができ之っ在

はここで，との公式を以後の論述の基礎と見乏して，平j主主述の意味丈於る進歩の実芳三わ

だめに必要友若干のihT条件の賓;明に取りかかろうと思う。

身体的た直に於る伺人ぐっ〆発達;士，個人が保鑓衛生的，物質的諮便宜の島る最づ、民主確保

し吃時にだけ可能であるのとむ摂界を越すと苦難・病気・草色え由主I.r.煩労む可能性ば，何

等かの発達の可詑警を j主ーかにしのぎ，それ敢に何等芳三C'~発達が可能で、あるのは一部例外的

た人間だけで、ありて，そζ;A告の者;士皆，自己の状謹を改善する一切め者堅たしに，生存の
ずとめぐっ絶え間在い吉j争の中で退化ずる，ì~命にある。

智的~1liîに於る個人の発達;士，現前するもの全てに批判的態度をと λ ろとする欲求 lÎ者

現象を支配する不変の諸法員!Jに対する確信及て):'IE義がその結果に於て間人的利益の志向と

問ーであるといろ理解を，身につけ?と時初めて，確実在もわとたz。
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意は，誤解を避けるために，亙義が個人的利益の志田詑等しいという点について，注釈

を携とす必要があると考える。

全般的危競争が政底的?と行われている現代の社会で，正義と{国人的利益を同一視するの

は，ばかげたととに思われる。事実，文明の利益を現在享受している人々は，富を獲得し

たりそれを増大したりするととによってのみ，それらの利益を享受し得る。然し，致富の

資本主義的過程は，その本質そのものかちいっても，労働者の勘定をごまかす過程，取引

所に於ける非良心的主主投機の過程，自己の智的能力や外交的社会的勢力の市場取引の過程

在のである。いかに熱烈友誼弁家と量産も，よもやとつよう左手設を正当なものと名付けは

しまい。然し彼ほ，個人が自己の個人的利益を正義と一致させる可能生を求占うる時，個人

の智的発展段まだ題めて徴謂である，と主張するであろう。そして彼は人生は闘争であっ

て真の智的発達は，との闘争で常に勝つ7とめに十二分に武装するというととに存してい

る，という別の命題を提超ずるであろう。以前にほ，長Jむの苛責tr..る霞惑をとれに対せし

めたち，絶え間たい闘争の中で敗者と左り旦つそのよう2工場合不幸にのぞんで助けてくれ

る者が身近にい左いという危険を対せしめたち，叉社会的軽蔑，社会的憎悪等等を対せし

めたりした。これらの論誌はすべて，現代の人生扶楽論者達によって，容易に経砕されて

いる。即ち，良心の苛責は一一習潰の問題である。そして昌秀が宮を合法的な手段で獲得

して語り，且ついかたる裁判官も自分達の行為に刑法の条文を適用し得泣いと確信ずる註

ら，cf'，良らの苛責に対して自己主鍛え上げるととはいとも容易で、ある C 若し?大多数の者

が，合法的危基盤に立って致富と快楽の増大むために競争する怠ちi:f，との大多数は，麗

争に於るエ奇妙友勝利者に軽蔑やj増悪を惑と左いぜかちか，設に敏い豆てコ学ぼうと努め悲が

ち彼に驚嘆し旦つ畏敬す』るであろう。絶えさ、る留争に於る敬北の可能控について云えぽ，

先守、第ーに，大規模左富段数北の可能性を容易に生ぜしめ設い。第二に，人生は短かい，

だかムその生涯に、渉って生活の快楽を確保するととだけが問題とたる。

かくして，現代の社会機構む下で設，摺人的利益法，1E義ε一致したいばかりで左く全
く矛盾しているというととに，同意せざるを得左い。現代に於て最大量の快楽を享有する

たあには，個人泣，との正義の援念左心の中でなし殺してしまわねば左ら左い。あらゆる

自己C批判力を，当己をとりまくすべての物とすべての人の搾取に向け，間屈の者の犠牲

に於て最大のi快楽左手に入れ怠けれl:f友らぬ。叉，若し個人が，一寸でも正義~e.'という

考えや;むから在る愛着の情yLJむを動かされ売りし売左ちr:r，彼自身が毘留の者達の搾取対

象ιr:s..司てしまうのだということを，銘記してい設ければ主主ら注い。雇主は労働者を抑え

付け怠けれぜならぬ。さも設けれr:r，労働者が波から掠め取るからである。一家の主人法，

疑い深〈妻子を重視したけれぜ左ちね，さも左汚れr:r，妻子に騒されるととに左るからで

ある。政府は，至る処に設を光らす警察網をも?と怠けれ(tf'左ちね，さも左ければ，外の者

がその権力を奪い敦るからである。室主蓄積せよ，だが警戒を君、?とる註，何故註ちば，友

がな前に棲牲を捧i-fるのは只高い利子を当てにしてのことだし， ，[吉婦がさE前に与える接吻

ほ金で、事われる接吻だかちである。戦ほ到るrVrで、行われている。だかち武器ば万人に対し

て常に用意されてい友けれぼ在ちぬ。

かくして，正義と個人的利益の一致に関する会題が罵鹿げているのか，それとも，現代

社会楼帯力支持的左機構だというととに怠る。若し読者が，正しく左いのは後者であり，現

実は Fぺて当然かくあるぺくつくられたものだと考えられる友ちば，この本を閉じられ
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るがよい。この本iまそのよう左人のために書かれたので、は泣い。然し，その時次のよう左

問題が起って〈る。却ち，若者売る彼i土問屈のすべてに批判的態度を取ろうとする欲求を

果して発達させたかどうか，叉，万人の万人に対ずる戦に基礎を置く社会は，法律や警察

が全く取り締ち左い社会であり，旦っこの社会は祷散しつつあって念激在変革を要するも

。であるという法問D不変性を設予確言しているかどうかという問題である。若し読者

が，本能的或いは言、識的に相互不{言，相互搾取を宿命づけられたこの社会機構に怒りを感

宇る芯ちぽ，叉若し設が，現在つ基礎の下でほとの機構に必ら守、付きまとう病的過程の存

在を現代女{との光に黒して認、議した左ら('I，周屈のすべてに批判的左議度をとろう ξする

欲求ぽ，役を砲の一連の諸問題に導くほ守、である。との社全機構の病

か，それとも，病;;-瓦託}つ〉摂元を晃出してとれιιa帝敬空対ずぺきでで、あろう汚か込? 若しとの病気の摂

元が王現是代之む}共同生活σめ〉摂蛮そのものiにて存ずるたら:ば(::f'，経済的政治的共同生活的人間関係、の

念激左変革辻，とれら諸関係の原理そむものにも，弛の方式化を要求しだしであみろか?

病理三戸的在社会機構を鍵全左ものに立ち変える需に主本とすべきもの泣，万人の万人に対

する麗争，全般的読争でほたくて，できるだけ主汎た信人間〈ノ二連帯性では注いだλ ろか?

社会成員間の連帯性が存在し左い社会合三果して健全旦つ強酉であり得る/ぞろうか? 偶人

的利益力三社会的利益と一致するという自覚，個人の錨値;主連帯性を有ずるすべてむ人間の

伍健を尊重ずることによって保たれるという告覚で左いとすれば，社会的連帯性とは果し

て何であろうか? 若しとの自覚が，周回のすべてに批判的意度を取ろうとする欲求む当

然到達すべき結果であるとすれば¥とむ結果段，上述のととがら一一健全な共同生活に於

てば，正義ば帰ずる巧個人の利益に対する志向と一致するというとと一ーと一体どとが走

りているであろうか?

道徳的な直に於る何人の発達ば，社会環境が諸詞人の独自た確信の発達を認容し五つ鼓

舞する場合，諾個人が夫々異t:sる確信を主張する可能性を有し旦つ正にそのことによって

位打確信の白色を尊重する義務を負う場合，及び、{国人c伍f直注その確信?と存し旦つ位の鰐
入門伍位の尊重l士白己の価値の尊重に外在ちぬというととを{同人が自覚した場合にだけ，

存在し得る。

桂三三的u万形諮に於る真理とE蓑の具王立イとは，先宇、第ーに，学者及び豆、想、家が真玉里及び豆

義てう表現と考える命題を展開ずる可能性を有するとと左前提とする。次に，大多数む者が

三れらの命琶を理解し且つ伎等のためにだされる読誌を評価し得る程度め或最抵限度の一

般教養を社会が持つことを前提とするご最後にそ孔ば，社会的諸形態が真担と正義の具現化

でたく友η?とととが判ったム，直ちに己主変を認容するようた社会的訪王手援を首長ーとするつ

何人ゥ身体的発T主力三可能で、あり，その智的発達が強自であり，その道徳的発達が確実で

ある場合にだけ.且つ叉，社会機構久十会友言論の自由，十昇左最づ、E良(7)τt1等教育，社

会的諸形惑に於る変草の容易な実捷等の諸条件を:具慌している場合にだけ，社会の進歩は，

全体として多かれ少左号、れ保証されると見たし得るし，叉進歩のためのあらゆる与件が実

在し，E.つ進歩を遮り得るものは唯外面的だ異変だけであると，云い得るのであ毛。これ

ら門誌条件が全部み?とされ左い中:士，進歩ぼ.壇めて近い将来にすち拘主宰の俣註も与え得

左いfVYの偶黙的舎s好的進歩で、3ちり得，叉，外見的だ成功む時代の後に段常;亡，停滞或ぃ;主

疫動の持ftざと予想し得る。社会全体にとりて最も不利左諸条件の下でも，或る個人が有利

友状況に工って環境の水準を造ホに:妻宅して発達ずる;氏轄に置かれる場合もあり得る。と
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C ょう左有利左状況は，個人の集団にも存在し得るが，矢張り一時的左現象である。然る

に一方で、は社会全体がF事務或いは反動の主主すがままに委ねられる。叉，大多数の法則は，

例外的諸条件下に於る小数個人の発達左どは殆んど震史的意義を持た友いというととを，

常に苛責泣き厳格さを以て即座に証明するととであろう。社会に関してそれが進歩しつつ

るると云い得るためには，社会の大多数が，可能性ある強国確実た発達の諸条件下に置か

れ泣けれぼ注ら左い。

意Lは，最拐にあげた簡単主主公式がーもこも友く読者に受け入れちれるととを期待したよ

うには，ここにあげた進歩む諸条件に読者が同意してくれるものとは確言してい友い。然

し，とれは多くむ公式に共通の運命主主むである。それらが明らかにされ左い中に，極診て

多くむ者が同意を表明する。然しそれらが明らかi亡され初めるや否や，それらを受け入れ

た人々は，同一公式の信奉者である彼等が互に全く理解し合りていたかったのでは左いか

と，思い始める。私にとって，とれらの諸条件な必要欠くべからざるものと忌われる必で

あるが，私に同意され友い方々にほ，との公式をそのままにして告いて，とれに他の諸条

件を当てはゐるととを訟をせしよう。

然し，それらの諸条件を当てはめた上で，在は敢て読者に次のように尋怠ょう。即ち，

ー掠現在我々段，人類む進歩について語る権利を持っているむかY 現代の人類を構成す

る一四震の大多数にとって，進歩の基本的諸条件が既に実現されていると言い得るだろうe

か? せめてこれら諸条件のいくつかでも実現されているだろうか? そしてとれら一匹

意中のどれだけの部分に実現されているだろうかT 歴史家が文明の代表者達と見なし得
る一握りの小数個人にとっての進歩の実現が，亡び、去った数世代にわたる不幸主主無数む人

間にとってどれ程高錨たものについたかを，或毛種C恐怖を感宇るとと注しに考えるとと

ができるだろうか?

若し進歩の基本的諸条件設実現されているかという関に読者がどう答えるだろうかたど

とーすでも疑問を持つとしたら，それほ読者にとって侮辱で毒うると怠は考える。ととで可

能友答ば唯一つしか左い。即ち，進歩のるらゆる諸条件は，唯一人の人間にとっても実現

されてい左いし，それちの中の一つでさえも多数者にとって実現されていたい，と。倍入

の小集司或いほ留六人だけが，ととかしとでたままた有利注諸状況の下で，何等かの進歩

をかち取ったち，よ b良きもののための麗争の伝統を，幸いにも同様に或程度の極めて有

利怠状況にある抱の小集団に伝え?とちしたことがあったに遍ぎ泣い。何等かの進歩を自己

の中に作野上げた諸姐入は p詮単にき己の身体的智的発達の権利を主張するために，常に

到る所で無数の障害と戦い，豆つ自己の精力と生命の大部分をとの麗争に費さ在けれぽ左

ら設かった。彼等が成功したのは，特に有利t:r.諸条件がある場合に段ちれている。諸個人

が例外的ま状況に量かれた場合にだけ，生存のたあの麗争は行bれす<=時間と精力は快楽

増大のための爵争に費やされた。次のよう注入達の境遇は一層例外的主主ものであっ売。即

ち，自弓むた{あに友された外の人達の斗争を利用して，人間的諸原長uとそれらむ社会的諸
形襲への具現をき己の中で意識的に発達させる精神昨民楽をかち得たよう友人々である。

然し，これらいす=れの場合にも，莫大主主精力と生活力がとの斗争に費やされてしまうか

ら，斗争の目的の実現そのもののたあの余力ほ殆んど残ちらかった。それ故，警え人類

が，最長の状況に置かれた一小部分の者でさえ，まだごく僅か左ものしか達成してい左い

としても，不思議は詮い。とのように不利主主諸条件下にあり乍ち，人類む或る一小部分が
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乏しい進歩の実現とまで;主ゆか急いがその準憶と当然名付けるべき摂誕を有ずる或るもの

だけでも達成したというとと辻，一書驚くべきである。だが，との成功した者の割合は街

と少設いことで3うろう! しかもとれが其の位の者のどれ?まどの犠牲を伴ったととか?

人類が最も進歩し売のは，身体的発達の富である。然L，との点でも，保健衛生的，物

貿fY] ，h~f!J.!宜心必要欠くべからざる最小摂を実現し得矢人間の数ば，まだ何と少左いことで

あろう!

ート西宮つ人類中， ト号で、建震によい食物ーを摂ち，衛生学 "_J基本:;守誌要求にかた司?と衣服

と往震を脊し ;f~号気の際 tて実者にかかるととができ， fTfJ.謹や不患の災害の時に社会的記患

に頼り得る者;土，伺と僅か左ことであろう! 殆んど全生涯を，日々の壇についての心労

とか場め左生存の究めわ絶え間在ぃ斗争とかの中に送り，それで、もまだ必宇しも自ち守り

通し得るとは摂ら左い人々が， 1可と移だしくいるととであろう! との麗争のために，砲
の建の動物と殆ど異る1去の左い状襲かちmぷttHすととが今司に至るまで、出来左かった諸種
挨を数えて見るがよい。合理的文化の助力を全く有Lt主い積めて多くの種族に於る去fl.謹疫

病の議牲者の致を数えて見るがよい。文明開化のヨーロッパで，明日のパンの一片のため

に生活苦しむ注命にある多数の往見を数えて見給え。ヨーロッパの最も発達した国々に於

る，労覇者つ生活力保健衛生的諸条件に関する恐るぺさ諸報fTを想起し給え。死亡率一覧
表をのぞいて，どの数字が孜ノくーセγ トの穀物の欝去に対lliしているか，寿命が貧乏人と

金持にと η てどのように;三「て....."i，るか，行を通して克給え。ヨーロ、ァパ住民の師;めて大多

殺の労犠賃金が¥...かに少txいかを葱起し給えコとれ九の数字が，なぞけをふるうよう設
現実惑をとも友司て諸君の前に現われる持，諸君;土次のよろ主再ちに誤ねる売込も知れ在

い。 RPち，工場・大学民学舎s・貧民救済委匡会等に現代交イヒが館活している生活的諸便宜
及び、人間の身手主的発達に必要1i諸条件'5:，現実的に享受している人出は人類の中にどれ

だけ¥• .，-")るのか? と。現在，大多数の人間の生活と発達にと司て，人間の科学及び人f誌の

博愛ば芝れ程の実践的な昔、義をもっているだろうか，とっ黙し同時に， ヨーロッパに於る

生活との物貰的諸便宜の増大が設立っているというとと，鍵壌によい玉造物と住居病気の時

の畏療手当，突発的事故の緊の警察の保護等の諸便宜を享受し得る入国の数が，最近数世

記関どこ増犬してきたということは，認ゐ泣いわけにゆかね。現代に於る一切の入国文化

f土極品て苦し 1....，窮乏になちいちぬように保証され7ととの人引の一小部分に担はれている

のである。

人類は，智的発展の諸条f牛実現の過程で，まだまだ遥か低い段階にあるつ結え問主主い危

i実に対し畠己の存在を主張し怠ければ在ちぬ種めて多〈め者にと勺ては，物に対する批判

的見解の創造とか， i当然の諸法員uの三下手を性及び正義の功手!Ja"1知識ゎ理解とか註論外である。
烈し，とれムの苦しし煩労かち多少とも守人れている小数者の中にも，批判的思索に習熟

し， ~#王足突っ法良lj といろ言葉の育美を会得し， 11つ百己の利益を明較に理解している者ば，

:壬ん{う僅かしかいたい。多くの人々が，丈明的丘小数者に於る流行・?をi慣・伝杭・あらゆ

る種訟の権或等の支配のi]IWO (士，余りにも多く引合Lサニ出されて'1賢官そされ?とり I朝笑され売

りしているので，今夏季Lがとの問題についてとれ以上意見をのベる必要もたいし，又，ー

毅iこ批判的に思索する習慣を身につけ?と人間がごくごく杢れであるというイ可愛もくり返さ

れ売実実を，もう一度く担返す必要はたいであろう。或る一つの多少とも!よい現象界に於

る諸現象の一般化に習熟し?と入江，間めて少ないとはいい誌がら，いくらか多くいる。然
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し，この現象界以外ゐととに在ると，彼等も大多数の実の抱の人全部と同様，抱c意見む

無意味t:r.反復に甘んじている 3 諸現象を支配する諸法員Ijの不変性に関する概念の会得につ

いて云えば，真剣に科学を研究した人々の小さなグノし{プの中に，それを求め得るに過ぎ

主主い。然し，伎等のFd1でも，自然の諸法則む不変性を口で説いている者すべてを，その根

本原理を実際に件得した人々と見志すととな決してできたい。最近c寛徳師一一催眠術師

降三術者・心主術者達一ーの伝染病誌，それに熱中した人々の長いー菟表を提供してい

る。そして残念左ことには，それらの中に科学者達の名が見出されるのである。しかもと

れらの伝染病以外にも，特記生命の危険とか精神的激動等々に当って，科学者達は一再主主

ちゃ藷捺けや斑文に頼ったく勿言語，一般に行われているキリスト教む様式で)， そして，

諸現象の運行の不変性と，自然の諸過程をその不可避的実現から逸ちせ得左いこととに対

する彼等む確信が，いかに強酉左もので左かりたかをとれによって示したCで怠る。との

よう怠次第であるから，キリスト教的魔除けや民文がアフリカの荒野で我々の同時代人達

む簡で或いほ数千年前ピ我々の祖先達の簡で佑む呪術的左ものが漬とたと同じ位，一九世

紀ヨーロッパの輝やかしい文明の中で効果的2主役認を演Cているとしても，侍も不思議た

ことは註い。自然科学が奇麗の世界から奪致したものはごく少泣い，だから現代文化は，

生活の些事に於て合理的友態度と非合理.的左態度の雑多左混合物の観を呈している。そし

て奇襲?と対ずる信仰ば，教養階薮の大多数C 中でよいきっかけさえ遣うればいつで、もよみが

えろうとしている。

正義ο功利的主主習の理解の発達に関しては，問題を提起することでさえ怠は気がひけ

る。現代の詮会機構にの下では全般的競争の諸条件は，正しい行為の功利的意義を露骨に

否定しているc 従って，この支富田守思潮に矛j言ずる概念の強化を期待することは不可能で

ある。唯々驚嘆すぺきは，入国の健全友本能が，増大してゆく支面的主主競争に敵意、主示し

て，設黙として虚構の正義に路拝ずることを人間に強いているということである。然し，

これは全くその通T1;s..coだ。河屈のすべての最も非良心的主搾取者と難も，殆ど皆が皆，
抱人の前だ;すでaく，極めて屡ノセ告分自身にまでも，自分を正しい者に晃せかけたがって
いるけこのことは，先に提起した命題の否定を基礎とする機構に於てさえ，この命題の真

理であることが余議左く承認されている徴侯たのである。然し，現在とむ命題を理論と実

授の頁で理解し?と人間の数が実に徴ノ々?とるものであることは，云うまでも左い。直接的生

脊競争をし左いでもすむ小数者の中に於てさえ，智的進歩の諸条件がいかに到達しがたい

ものであるにせよ，然しそれで、も在者，部分的ではあるが，とれちの詰条件は実現されてコ

つある。智議。一部の領域に於てではあるが，批判的に思索する習置を身につけた人々の

小さなグノ1-.ープが存在している。諸説象の法貝Uco不変陸は，個人的な信念の域にまで達し

ているとと立極く少いが，革者の多数によって理論的には承認されてし、る。唯正義の功利

的意義だけば，理論に於てさえ殆ど認識されてい友い。

然し， f富人の道徳的発達の諸条件について何を語るべきであろうか? 信念について語

ち得るのほ，批判的に思索する能力を身につけた人々ιiグノLープに於てだけであるから，

道徳的発達む諸条件もこの小さ左グループの?とあに存在する。然し，法律が個人的信念を

擁護して罰し設い国々に於てさえ，とむ種のグループの一吉s牙しか見出され得al，へしか
も，僅かにとの部分中の小部分だけが，次のよう志社会環境に往んで、いる。却ち，信念の

独宮i陸を道徳的悪徳と見宇，噴例零守の教育によって幼少時代ーかち独自の信念を根絶しょ
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ろとせす"旦つ社会の安寧に害ある不作法在ものとして生活上の色らゆる手段で独自の信

念を圧迫し左いよろ友社会環壌がこれである。道智、的発達~Ø~f1条件<D菌で拙必人達より;忠

まれ党状態に置かれたとt辛うじて認め得るグノLープの諸個人が，自己び二中に信念を生み

出し?と場合に，彼等の小昔t'与が，抱人の信念に対して寛平手の精神を保持するに過ぎや，そ

して更に小数の者だけが，人間(1)価fr亘社その信念に存しているという意識をそれにつけおl

えるつそれ故に，造語的進歩が，各世代に於て人発ドて〉主口何tこ極僅かむ舎t突にしか可能で左

いかが，会判りに在るだ九ろ。しかも世代は，各，道態的進歩の面で同じよう主主努力をく

り返している。何故主ι(:r，信念の力と独自l性並び‘にこれを擁護せんとする決意は，一個
人かム抽の酒人へ伝達されるものでほ左くて，各国人によ円て独自に身につけられるもの

だかちである。進歩ば，とこでは!i住，強酉にして独自主主信念を理解し?とflID人む数に存して

いる。との信念が会よそ可能であるjvrの人間の数段極めて少左いかι，とむ進歩が脊在し
ているj].否カそ決定する手段は一つも註い。唯次乙りように仮定することは出来よろ。即

ち，進歩注，法律が思想の白色を保護す乙地域ι拡大む結果生十る。然しそのftb，との

点で弾庄が]法律が存在している所では，行政的監視のよちすぐれた記手段が以前以上iこ思

想、のn由を豆迫ずる。それ故に，との問題の解決ば未来に芦かつてトる。人類の中でとの
問題に関採のある都令(土，取Zに足 P二ね程し竺・いた仁 (?~Iで3ちるデì"( ， ζ の解決;士現在にと

れて辻特7J!j左重要性三有しても L 二在仁 c 志社，パック/~が人類に於乙，;r:徳的進歩主否定す

るに当って全く5JIjだことを考悲していをことを，指摘して沿とう。

次に社会的諸形態に於る真理.と正義c具現i亡必要た詰条件に移るととにしよう G 第一σ

条件一一自己の科学的知識及び、哲学的言念を述べる可能'[主一←ば， ヨーロッバとアメリヌJ

C寸L左り顕主存在香s与で，多少とも実現されているとそしてこれは，人出の歴史の最も現実

的危進歩である，ヌニもここでも，余りにもハッキりした考えを抱いていた人々辻，多くの

菌難に遭遇し泣いわけにゆで1ミたいっ ftPi:~ ， ドイ V に於るノlートヴィヒ・アオイエノLパッノ¥

フランスに於るかつての官シュブォーノマロ人プンベ{ノL 主命，ノギリスに於てさ

えプラッドローが議会登院ぐっさに一、に遭遇した因襲等は，進歩むた託に戦いとらむlぎた:亡す与

多くわものが，とにJ途上;r乙もまだ残りていることを示すものでま〉りた。然L，第二の奈件

一一一社会的教養の十与た最IJ¥限立，我々が既に考察し売ように，説めて苦しヤ生存競争を

したいですみ旦つ批判的に思索するととに担熟し吃ごく僅受!ミた少数者にしか実現されてい

たいっ其の抱全部(1:;社会成員立，毎日の煩労に押L漬され売す，それとも権星更に追従ずる

ことに蜜れてしま -:>7とので事之。第三二.の条件一十存在fF、義主:央円売社会的訪形苦ι担判と

変革の可詑性一ーは，恐ιく，憲法によ勺て言Ij憲及び立法議会が認められている出で、は実
現されている。筏し，現在でほとれ子の合法的諸機関に対する世論c希望註非常に弱まっ

たっとれムの機関は，社会自七宝克，却も同の成年人口大多数の烹見を，正しく代表してい

るであろうか，叉代表し得るでまろうか? 身体的発達〈己主条件が，大多数の人間には極

めて不ト令にしかみ?とされていたいし，警1的発達と道徳的発達の諸条件に至ーてげ，京会ど

万人にみをされてい危いということを，我々ば既に老察し究会このよ弓た場合iこ t'. ~うみた

るものであるにせよ部憲会議或し仕立泣議会が，現実行世論をそ(!)討詮ぞ訣言に表現す忍

たどというと 2てを，認め得るであろうか? 日々の援についての苦しい煩労が，傾めて大

多ミ人々に彼等のjすかれた複雑た社会機構('.J-rで泣:法に会却するととを全く不可能にし

てさなり， との大多数の中で鰐黙に智的発達の可能性を持った小数ι抱入にさえ，多く♂ノ場
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合現代の社会機樟;士あ bとあらゆる障害を用意している以上，現在む社会的諸形態も，暮

しの保証されを小、数者の代表者達ーだけによって左右され変更される訳である。そしてとの

小数者は，批判手Jtr.茜で殆ど発達してならや，正義の功利的意義の理解に至っては皆無と

いってよい程であるから，正しい判断友ぞとの場合遇然的理象で志り，種々の事情で立法

機関の原動機のそtfl'C泣置を占占うているとの小数者の排拙的利己的左利害に基づく判新と

決定が原期となる訳である。 との小数者の知識に応じ， 叉彼等自身の利害の謹解ε程度

にJ;bとて，立法の療に彼等設とれらの利害をより完全に叉はよ台不完全に具弥化ずる。然

し，最も良い場合でも，立法ばとのようにして，革命の勃発を未然に防ぐ売めにー設大衆

の最小限の要求を溝足させる試みである。然し，大部分の支記陸毅或いほ政府側の小数者

は，大概，資本の所有者にi士大衆を自己の致富むたあの単怠る経務的搾取対象として見左

すよろに促がし，政府側に立つ者には亘民を単在る警察的監視と懲罰手段と見泣すように

促がす社会斗争そのものを立法の中で具体化する。

社会的諸形態の改良を阻んで、いるのほ，小数者の利益だけでは泣い。更にとれに拍車を

かけているのば，習しず陸と友司た習環，時の力による神聖イちされた鷺倒である。最も発達

し?と桂会に於ても，多くの入に批判と合法的変革が許されると患われるの辻，常に若干の

致治均諸彦護と取るに足らぬ窪持J信者彦態だけで怠った。其の他すぺては，との神聖不可

侵左もののために多少とも苦痛を忍んで、いる多くの人々にとってさえ故然として神聖不可

侵なものと考えられている。 ましてやそのた診に苦痛を感じ左い者にとっては尚更であ

る。自由主共和国の一人の雄弁左政治家でも，奴隷亮止を灰めかすととも出来得左かった

よう怠時代があった。異教徒に対する寛容が，薪む山に上ちせかね左い問題どひき起し女

時代があった。然し，現在でもたほ，ヨーロッパ及びアメリカむ議会では税率や借款怒ら

なだやかに審議できるが，宮の分配に欝ずる問題の過激左審議は不可能で、ある。大臣の責

任に関する討議は許容されているが，王朝の交替とか君主制の共和髄への切替が起り得る

のは，革命によってだけである。家族関係の経済的左側面は改良されるが，との関係の本

質には触れられ主主い。これらの神霊友ものに触れることが直接法舎によ「て禁止されてい

るとか，或いは違反者がある璃罰を受ける左どと辻，多くり場合云え在いだろう。若し立法

者の中に批判的に思索する大担左個人がいれば，意見は述べられる。然L.習賓と慣例ほ，
たとえ心、の中だけでも立法者の大多数と社会の大部分にその動因の審議に当ることを許さ

左い。この一意見は.ffij代未開のものとして斥けられるで3うろう。その理.由は，相手方に，

その論誌が若いとか，彼等C利害がそのために冒されるとか思われるからでは友にて，

との意見が彼等D見るjJi審議に恒しないものだからである。立法者を任命ずる富裕小数

者む間に批判的発達芳三不足してな t，豆つ，との小数者の利益が神聖不可侵なものによっ

て殆ど損失を蒙ら左い場合にほ，との神聖不可餐左もの段，思想の領域でそれ色がとっく

にその不可侵性を失った後でも，叉，撞めて大多数の入が不可侵在る諸形態の変革の必要

性をなほ自覚はしないまでもその圧迫を感守、るに至っ?と後でも，事実上神霊友ものとして

長い間残存ずる。不満が昂じてくる。苦しみは増大する。容易に鎮圧される馬郡叛乱が起

る。政存と支盟理較は，余りにも明ちかな困窮を緩和する売めの，間に合せの弥縫策と，

警察的監視と懲罰手段の密滅とに望みをかける。批判的に思索する小数者が改革の諸要

求をくり返す時，彼等ば打ちかち難い数々の韓害に出合ふとれらの詩形態は役に立た左

いといろ意見が(勿論，{言念に杢で達し売〉瓶めて多くの人々に珍きわ芳三り，豆つ，不満
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を有 Fる人達が，社会にとって平和的改革の途が不可能だということを自覚するまで，す

ぺて注Jtのままである。とのよう注意見や自覚が生じた時，存在意義を失った諸形態は鼠

j主ずるつだが，そればもはや平和友立法的改革の手段によってでは左く，暴力革命の手段

に上司てである。との暴力不合の手段は，事実上樫更の過程に於ては，多くの場合立法上

の平和的手段による急進的危改草ーよりも守、っと多い普通の手段である。拐論，政府は革命

者三未然;て防ごうと常に努力ずる c とれi;の窄合ば， JR改J772を要求ずる在野諸党i震にとって

も，殆ど常に全く望乏しかt〉ぬものである。然し，支密約指導的立場にある訪信人及び、i法

案置に?をる智的，道徳河望遠σ欠i奈が，通常と，1)よろた場合不可避(1勺た流血の衝突ヰ:引き

起す。草命CT)惨抽ば万人の知るiVI-である。実に 8.々 の煩労?に押しひしがれ弁士一章受大衆にと

「て，革命が招くばかり知れぬ苦難i士，彼等宗と常に樹めて悲しむべき歴史的進歩の村料に

化してしまうものであるゥ然し，需史的進歩;士重大主社会的諸冨難が存在する時に抱の方

法では多くの場合不可能でホり，旦つ，従来の機構を温存する擦の一般大衆の慢性的苦難

は革命の際のあらゆるあち得ぺき苦難を時に遥かに凌駕するととがあるというととが直接

の計茸によって託期される以上，いかに意提た改草論者j主でも誠実在者であるたちば，革

命家?とムざるそ得た'.，.:10 革命の際に避け得左い災厄ば，革命が当然も?でムす筈の~妻鹿t.諸

変革を合理的に審議ずるととによ勺てのみ滅亡得るつしかるに我々が樫史の中で余ち にも

屡々長Eにかかるのほ，それが単に或る支記グノLープの他のグループとの交替に止空り，

一般大衆一ーその境遇改善に誠実在革命家達が努力し，旦っその力で革命が成就される一

般宍衆一一ほ，その変動かち殆ど何ものをも得るi9iが左いという事実ーである。

人間の進歩の諸条件がいかに僅かしかみ売されていたいかに気付く時，我々;士，勿論，

と乏しえに人間fう災厄に対ずる傷ましい訴えを〈り返し，いわゆる歴史上の諸究明のは

九たさ?とかとってきた作家たちの悲しげ註コーラスの存在に驚嘆することを止め託ければ

1主人た l..;lo 現在極めて多数の人制が，智能と道徳的感↑15を鈍ちせる絶えH長友い肉体労働，

此径戎いほ疫病?とよる死亡の蓋然1注を免れ得た、ρ ように主命づけムれ?とまま，多数者ぼ

常にj弘主に於ても;弓じよう左状繋に重うっ宍のでたる。屡々Mに苦しみ常に明日行円六;思い
わやらう!斤の永遠ゴ乙労働する機桟ともいうぺき人間にとって，現代ほ抱の時期工りもjたし

て良〈友 η てほし1悲し'0彼等にとって進歩ば存者:したい。宮殻議会寺院アカデミー・スグ

クオ等を擁して設等の頭上二にそそち立つ7むと;士，彼等;こ無線のもので主うる。背は彼等は古

来つ慣習の不可侵性と共通の宗教の禅聖視によ η て支雪己的小数者と結びつけ人れてL¥?の

時代が下ると，彼等ば，家父長的首長，遠方りツアーワ門技等;こ対する配慮を{言と7乙更に

時代が下ると，彼等は<<人民の犬匡達ν 設会，政治的集会等に於るく〈念進的た》昨委主家

j主に期待をかけて， t室等が熟，[}に《人民》について詩ζっちと開い売のである。害~ ，~ ，歴史

ぼとれh(T)幻影を次芳、九次へと持ち去司てい司令二そして輝かしい諸文明ば，絶えや苦難

にあえぐ多、技者の前で小数者η[失業のニ手段として存料してきた。それにも拘らすヘ文明を

強固にする?とめに諸利害と25信念の連帯性杢l'im立し，支自己的諸i者較と大多数者手と結ぶ紐告
を確立する必要性に関する問題カミ社会全体の面前に次ずい晃子大へと毛マムしく起円てくる。

若しこの経告が無蓮大衆と莞化された小数者の問に存在し左いとすれば，そっ文明日常に

強国在ものでばあち得左い3 抱国の託服者との衝突，新宗教ヵ伝送，島1畿大衆の一時的叛

乱等部， 崎めて輝かしい立化を， 物実的， 智fi勺辺立f捨誌幸主!~~ì予九i戸A

九しさzも掲らす宇 ご〈短鶏I間百に破;壊主~hずrるととフがう予~jあろ与得る。支司期Eがより強冨でで、あり得る堆
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寸宇

ーの手段ほ，文明自身C存在に無産大衆の物質的，智的，道徳的諸利害を絶えす=結びつけ

ることで奉る。即ち，生活上の物質的諸便宜の利益，発展してゆく科学の力，個人計価値

のき覚， より正しい社会諸形態の魅惑的主主影響等を，益々多くむ倍入に押し拡げてゆくと

とである。富，智的発達及び道徳的発達む蓄積資本を平等に分配するととによりてのみ，

i交明的小数者は，自己自身の発達に不動む確実牲を付与し得る。

古代の東方C諸王国は， メキシコ・ベノt.--(l)諸王国及び恐ちくノくレンチ¢森林中に宮震

や寺院を遣した無名社会の王冨と同様に，最初の社会的動乱ζ ょ。て絞等む文明もろ共葬

り去ちれた。とれば一連c偶然事ではなくて， これち文顎諸形態の全く自然的結果主主包ノで

あった。智的発達を神権政治が独占していた時代，生活的福寺r!:と文化的改善を財産和続人

や王宮のしきいを越え?と人々む小グノLープが独占していた時代，一人むた佐¢宮震， /J¥数

者のための寺院が， 撃ただしい多数者の絶望的主主労動の結果でありた時代， 乙の大多数

が，その毘宥の社会的諸形態の混存による若るしい生活の改善も見知らね征践者に服従す

ることによる若しい被害も予見し得主主か，った時代，そのよう主主時代に・ー・ー この大多数に

援もなければ役にも立たね物珍ちしい見世物にしか過ぎたかった交明と伎等を，真に結び

付け得るものがありたであろうか?当時は見知ちお征服者がやりて来て，社会の土雇から

ー謹りの開化された小数者を容易に京り号室くことが出来た。ニネヴェでは壮麗左宮殿ゃ寺

践が荒事し崩壊して森林に掩われてしまいその代りにパピロンに宮設や寺践がそそり立っ

た。次いでパピロンが爵壊し，労働と資本がスサとベノLセポリスに吸引された。大多数の

者は単に華麗友光景を失っただけで，ネプカドネザノl-(むた占うにし7とと需じように，センナ

ヘリプつため詑無益な労働た服することとなった。大多設の者ば，怠;包7守左欲求と思想的

友生活の面では，ダリウスの場合と同じ位アマシス王と殆ど結びつく JiJ rがたかった。叉彼
等は，クロイソスの場合と同様，キノLスの行った諸戦争でわけのめかιねままに破滅した
-。身体的，智的，道徳的諸条件む割振りが者るしく偏っていたた診に，とれCむ文明

はととごとく掻端にIII主弱化したむである。

ギリシャーローマ的世界の浸落に当勺て，同様の現象がくじ返された。然し，乙乙では，

ともかくも文明段以前より広い範揮に普及し，その語形室長は幾分よち正義にかな勺てい

売，それ故に古典文明はより強固でもあち，内外両面に土売る破壊力む圧迫にそれほど容

易には屈し左汗吋売。人類の震史に於るその影響がより深くより大きいのは乙の故であ

る。極めて多くの市民む経済的利害が， との文明と結びつき，豆つ， との上主主く苦しい心

理事か色離れて思想と政治生活の中心部市の一つにやって来るとと必出来たすべての入の

智的利害が，との文明と結びついた。-f，同人の屈辱的危専問が，理想、化された国家と法律

の寺前に変っ?と。智的発達の独占は神権政治と共に委主消した。正確左科学，独自の哲学

的思惟，市民む意識的左政治全体への関与は，一一身李主的，智的，道律的発達の諸条件の

実芝居を拡大したのそれにも拘色す三自由た市民層の下には，比較に主主らね程罪事7とだしい数

の奴隷階竣が存在し，その手に一切ゐ手工業労働が任せちれ，絞らは市民の政治生活に何

のかかわりも持ってい左かったっ叉，独裁的fi諸都市C城壁タトには，専横と搾取む横行し

ている地方，諸中心地の科学的哲学的発達に無縁在地方が拡がっていた。科学的，哲学的

思想の教育的左影響ば震かっ売。そして哲学者達は，知識層を拡大する代bに，アカデミ

ーの厚に議らざる者入るべからやと誌したのである。ギリシャ思想、は高く豆ラ念速に高揚

した，然し，社会にとって理解し難い学者達，日常的生活の利害に無縁左哲学者達は，それ
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だけに孤立してこの高所に立っていた訳である。不可避的在宿舎は敢ーて永らく待とうとは

し友かったっ手工業者奴隷達と諸展鎮の利害を自己の利害に結び、つけ主主かった多数の官民

達は，自己の都市む自由を外釘圧迫から守ろうとし左かった。公民生活の伝統を綜持して

きた都市住民は，長期にわたる斗争の中で，乙の伝統に無縁主主多数C 外来者と混活し，古代

の政治生活の中心はその現実的た意義を喪失し売。自己の思想を極bて多くの人々の足、語、

と教育的に結びつけた莞〉司た小数の学者とうぞ駆的主主苦学者達は，一般犬:衆('Jg足物崇拝及び

富裕小数者の知識1IUに於る不条理と宝J請か~，昌己の批判の権利と方法主守ら註芦 4 勺アと。

ディアドコイ戦争の時(1'動揺とローマの侵略の影響下に，批判的に思索する小数者は，社

、!~Uに無謀な多数の中 1'C渡し去った。物頁D~;保障の要求が市民生活の要求を押し演したと l弓

じ様に，不合理友信仰の要求が，合王監守た信仰D要求を押し潰した。公正た生活というギ

リシャ的色理想、は，法律的形議たるロース"(1ノ王手謡、に変勺?と。搾取者7とる一群の諸者i)布は，

先宇，世界を搾取する一一斉i~市の幸夫政官のグループに縮小し，次いで，世界を支配する一億

人の側近達C グルーフ。に縮小したο 古代ローマの外敵達がローマを掠絡しにやって来た

時，ローマは彼等む手で打ち lj~ された，何故たt:;i:f，重圧を宇~円売皇帝の国庫は諾:にも怯

しいものではたかったかちである。新もしいキリスト教的奇蹟む創泣者達が，思1"-.も及ぼ

ts..いような事を考える要求を，アリストテレス)/'--キメデス，エピクロスの後喬達に真

向かちつきつけた時，批評註沈黙し，科学は葬ちれ，哲学試屈服した，何故ならば，それf

ちの代表者達ば孤立していたか，さも怠ければ智子;関心に無縁たー披大衆の影響に自ら屈

従したかしたかちである。占代文明の不十分た公正さが，それ以前c生活及び思想、形態と

較べれば若るしい或果をあげ得たにも拘九や，その強巨さを失たわせたのである。

ヨーロヅノくの新らしい文明も，それが自己の強国さを当てにできる程度は，ーに次(1_'こ

とにかかっている， HPち，その丈傍を代表する小数者c物質町，智的，辺信的利害が，経
静的にほどれ荏多数者の福祉と結てEっき，教育的にほどれ位彼等む，~，'l桂と結びつき，生活

の上二で、は彼等の1iIlin査が王立存究明と一致しているといろ{長等σ二，1言念とどれ位長1，てjご'0¥..、てL、る

かによるO 現在の社会機構む下で辻乙れらC諸条件'tf"みたされていたいと考え，旦っとこ

で支部しているの辻一致では左くて社会的な反日でまちると考夫る者は， との病的ts..えた誌を

健全た:民援に一一一種々の社会的集団の間に連帯性が議立され得るようたよち正LV桜橋に

一一一一移し得る諸手段を不可避的に探求し左ければたらたい。 分配の面で最も公正去る女院

は最も恒久性のある文明である。

然し，文明り長期にわたる存在は，時には，発展すべき能力を犠牲にして購たわれ乙。

若し，地理的諸条{牛が何とか文明を外部から保証しているとすれば，そむ室長披内で批判的

友思想、を抱いた芸者間人一一技等は現れる度毎に押し演すことが出来たい程決しτ大勢いる

訳で辻ないが一一ーの発達を組ょとする ζ とによって，その支明を内的危険かに守るととが可

能である。かくして習慣や旧習を位むものより堅富に秩持する或る人種には，恐Lく頭脳

構造が批判的発達に余り向いて泣いせいもまろうが，蜂プ7三蜂討をJ古り白嬢が蟻塚き;築〈が

主主くに子j豆一律にくり返される lijrC~)一定ぐら思考方言:の宵慣が氏を重点るに在とって撃に形成

されるに至る 3 とむよう在場合，社会には，宮延騒動，流血の戦，王朝の交替が，大吉s(i)

史学作品C創造すらが行われ得るが，蒸しそむ文明は変化するとと左く，ととに霊史的生

活辻停止する 3 中国ば，このような停滞のか左りありふれz充実例であるC 然し，最も高度

注入撞と量生も， このようた号潜に最もいる危険を完全に免れていると考えては危ち左い。
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ピザンチウム辻，との停藷む道程をすτい会遠〈まで歩んでしま司台。モスグワ帝国も既に

その方向を取ってい?と。然し，より発達し?と国家休南jの形態でも，機能硬化の状態に達ーす

るととがあり得る。

かくして，二つの危険が絶えやあちゆる文明を脅ぞかす。文明が，余ちにも小数で余り

にも排出的在地位に置かれた小数者だけのものである場合には，消滅の危険がとむ文明を

脅かす。叉，文明が，それK生気を与える所の批判的に思索する諸f巨人を，開イとされた小

数者の間に発達させ友い時ほ，停滞がその文明を脅やかす。

進歩の最も基本的危諸条件が十分に溝たされ左ければ，進歩は何時いか左るpJiでも何
らかの文明の強固完工雷性とは決して左ち得左かったし，そむ文明を停止と動揺，反動と革

命から守るととは由来危かった。その停滞は，あらゆる文明を脅かしてき?とし，現在も脅

かしている。堅史にその実例が務であるとすれば，それは唯，停蔀への傾向が社会機構の

E主義さの諸原宮を取り除きくととさえ由来かったからに過ぎ左い，つまり外敵と内部の病

弊が社会?と蟻塚に変宇る余裕を与え左かっ売のである。かくて，人類に於る強固在進歩の

確実性ば， 決して存在し友かった， 然し， 不利主諸条件にも拘ちす~ 起ちそうもたい事

が起り，進歩の科学売る堅史が，とこかしとで殆E自につかね人類の小数者のためにあれ

乙れの資料をたくわえるように友ってき売。ととかしとで，諸個人とその諸集団が，身体

的，智的，道徳的に発達するととができ，あれとれの真理左獲得し，幾分注りとよち多い

正美を小集団む生活に具現化し，且つ，進歩のための有効主主斗争の諸手段を抱の世代に遣

すと eが出来たのである。社会的進歩の諸条件 CJ;:Dち，JiFi-与の社会に於る障害の註い強自
主主進歩に必要欠くぺか九ぎる諸条件〉はどとにも実現され左か司?をとしても，朗々人の進

歩的活動のための諸条件辻屡々実在した，部ち，同時代の文化に対する批判的態度，牢冨

たる{言念，危険をも顧りみやにそれを具現花しようとする決意がとれでおる。一般に，と

れちの諸条件ほ，若し社会的進歩のための諸条件が全く実現され友かわたことを考震に入

れる丘ち~':r，表面的に想象されるよりも屡々溝たされ売ととにたる。個人ι智的発達は，

それが強固をものでは左かったにしても，現状批判にまで及ぶととを必十しも個人に妨げ

左か司:だし，持にほ，発達し売人間の個人的利益と正義の一致を自覚するととさえ主主げ左

かつを。道径約発達は，現存θ社会機構の下でほいかに見込み薄で、あるにせよ，最も告く

れた社会環境の中にさえ矢襲りあ人われたのであった極めて困難左諸条件の下にあって

も，思想家達ば，真理と正義に関する自己の理論を吐露し，自己の周匿に共感と理解を見

出した。進歩;亡対して頑強に抵抗し売社会生活の諸形議は，思想、む発達む圧力には屈し左

かっ?ととしても，一再左らす=革命の勃発の下に議壊し売。最も融対的友諸条件の下に於て

さえも，進歩は可能であった。実際にそむようたととが起っている。文明がその脆弱さの

アとめに爵壊すると湾時に，ある地方で獲得された諸成果は消え失せ売が，そ¢時，それら

の伝競辻大部分他の地方に生き延び¥芽を出して，歴史の?とめに薪らしい地盤を僅か左が

ら再び、斗い取っ売。然し，入実nは，一切の犠牲と一切の歴史的斗争を賭けても，強毘な進
歩的発達の十分注諸条件をjたして斗い取るととは由来設か。売。それにも拘わらす"とれ

ば進歩む諸条件に逼ぎず，位方進歩の毘自七段遥かに遥かに広範な諸要求を含んでいるとい

うととを，銘記し怠ければだち設い。若し我々が， と述の強面左社会的進歩の基本的諸条

件む各々を，との条件に対応する究謹む自的と対比してみる怒らば，最もよくとのととを

了解し得るであろラ。
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保健衛生的，物質的諸便宜の最小限， 乙れが一一ー必要欠くべか丸ざる進歩の条件であ

る，生活上の諸便宜が誰でも手に入れ得る状況の下に於る保証され売労働，これがー←そ

の条件に対応する究極の目的である。批判的にものを見ようにする欲求，自然のli行泣則の

不変性に対する確信，個人的利益と正義の一致の王里解， とれが一一智的発達の諸条件であ

る。組繊的科学と正しい社会機構，これが一ーその筑極の目的である。自主的友信念にと

って好ましい社会環境及び、信念の道徳的責義め理解， とれが一一一道徳町進歩の条件であ

る。明白強固で、合王里的;忠信念の発達及び、その実際的具現化， これが一一←その自酌である。

言論と思想の自由，一般教養の最小限，進歩に道を慌いている社会的諸形態， 乙れが一一

進歩的社会の諸条件である。各個人に可能殻発達の最大限，各人が到達し得る進歩の結果

としての社会的諸形態，これが一一社会的進歩の目的である。

これらの諸目的を心に留めるたらば，上述の諸条件ば，極めて低い社会的発達の段階を

王Jlわしている3 然も，それ九ば何時いかたる I~rに於ても満たされたかのナ乙進歩(心木当Cノ

目的ば，思想家の大多数には，ユートピアに外t-r.tコねも u)と思ホれている。然し，それに

も拘九十，強固な進歩の諸条件が全く存在したいにも拘ムす九略史は矢張り人間山中に存

在し，進歩は実現されている。

だが.その代り，進歩は入者nにと η てレ分ばかり高価についた乙とであ〆一)う!

書簡其の四

進歩の代償

人制は，その永い照更を通じて，暦J史家j主が誇らかに人類の代表者，英雄 ζ 名づけてい

る若干の天才を生み同し台。とれ九の英雄達が行動すると2とが出来，且つその肉親によっ

て福祉をも?と九しプと社会に彼等が現われ特ー乙売めには，自己の人格を高め，知識をひ九ef'.

思想、を会得し，性格を強固にし，より好ましい社会機構を確立しようと意識的に努力した

小さな集団が形成されたければならた7!込丹?と。とし;)小さな集団が形成されるアとめには，絶

えや生存のために斗う多毛究者のq::lに，傾めて苦しい生活の煩労をまぬかれている小数者が

存在する必要があっ売っ 日々の糧，住居， 衣服のために斗ろ人々の犬多数の人ノその ri111. 

ム， との民族の精華，乙れらの比類ない文明の代表的遣が同てくるためには，それら大多

数の者が戎る期間存続したければたちたカゐつ売。然し， とれば，一見して想像される程決

して容易なととでは泣かったのである。

人間は，白己の同検たる動物j圭との原対的生存競争で辛散を守め売。人聞は， 1;敏j宝ι中

にあって攻撃と防禦の強力左目然の武器の:f3'"蔭で鍛えとげムれてき?と他の動物とはちが η

てその様忠武器をも司ていなかってご。そして人間は斗争の際に最も強Lヘ動物の肉休的危武

器の餌食に在っ売。人間にほ，より容易に危険を逃れる7とめむ這っ?とり，跳ねたり，飛ん

だり，泳いだりする器官が欠けている， IVrが一方で、ば，最も弱い動物は恐ちく，他t:s.ちね
ζれむの諸蒋官によって自己保存を全うしているのである⑦人間は，すべてを習得し歩、

九ゆるものに自己を適合させたければたムたい。 さも左ければ人聞は滅亡する元通九で、わ

るσ ある告述家達の:意見によれば，人間の子ば，平均してその生活の5分の 1を一人立すι

出来す=に両親の厄介に在る，然るに一方，他の種(')動物では，との数字ぼ決して 20舟σ1・
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を乙えるととはまい。この寵たちが原始人の場合もっと近接した数値を表わしてい?とと仮

定しても，それ辻矢張主何としても入閣にとって不利で怠った。従って，動物界の中で入

簡が生存してゆくとεは，概して類る困難怠乙とであった。
ある器官が次第に発達するにつれて，それ段位の種の動物全体む優勢をくつがえし，更

にとれを凌駕して，との斗争で人間に勝利をもたらすととが出来た。それは，患考器官で

あった。動物より一層よく思考する能力のある幸運友少数の人々，自己保全のたあの諸手

段を考え出す能力のある小数の人々が育成されるに先立って，無数の二足獣が，恐らく敵

である野獣共との絶望的な斗争の中i'C誠亡したものと思われる。乙の少数の人々は，残ち

の入間全体の破滋を代慣にして自分達を守歩抜いた，そして二足獣の聞に於るとむ最初の

全〈自然的な貴族F量級が，人類を創造したのである。伝承された能力と理解力が，とれら

初期の天才達の数々の発拐を，理解力の最も有利長条件を有していた僅か主主少数者に伝

えたc か〈して，人類の存在は保証されたむである。

その昔入閣は，他のあらゆる動物とヰっ売と同とように，人間同志の出でも食物を奪っ

たり減在した与するためにヰったとすれば，今度は，未来の運命をかけた真剣左斗争が入

国間の斗争だけに摂ちれる ζ とに在った。務科の可能性は乙の場合，より同等で、事る。従

って，斗争ば，当擦一君主え揚とまり一層長期?とわたるととに左る。体c敬捷さ，最初の教

師たる動物に対する模放である，完成された攻防の武器の捷用，即ち個人が成就し売ー坊

の発羽詰，多くり者の破滅を招い?と。捨てられた子供は破滅し売，妊張中の女や出産し7と

ばかりの女ほ破誠した，設捷，機智，警戒，理解力等む足り左い最も弱い者は破誠したっ

そして，身体が頚健志?とあに外C者よ号車〈世話がいちた〈去っ売子供や，恵まれ売境遇

の告かげでタトの者より長く世話をみて貰った子供は，持ちこたえた。体力，思考力が共に

すぐれていた者は持ちと7とえた。同じ能力を有する者の中でも最も幸運た者が持ちとたえ

た。彼はよ野長い生活をした，設はより安ちかに眠った，彼辻より多く議っ芦乙設は白弓

の行為をー麗よく蕪慮する時聞を持ったσ 乙れちの幸運児達ほ，白己の全同胞C撲滅を代

償にして生存し得売人類第二の費抜階設を構成し売。共同防衛と共同労傷¢ための入院の

強固左同盟は，人類。道徳的発達にとって，確かに最初にして最大の事業であった。入閣

は，長い間子供達を養育する母を中心に-Ei]を在す最初の最も古い家族を，その動物酌左

状態から引き出し?と。人類ば，発達する?とつれて，猛獣或いは若干の猿む例によりて，抱

の詮会務護主知り，防禦或いは攻撃。一時持再盟を知った。原始的な母系家撲の地盤のk

yこ，最初ケY五?チL左京電枠?こ人窃均注結合一一号葉氏撲一ーが彦或された人間は菌難注生存

競争の中で，共通の事業に立問し旦つ個人的危エゴイズムを従属させるJvrのこの強固左結

合の形態を作り上げ売。現代。多くの学者j宝引芳子った諸研究C一般的左結論は，妻子と財

産を共有する緊密に結合した人類集団が共同生活の最も古〈且つ殆ど一般的左続粋に人間

的友彦撃であるととを，我々に指指している。これは，人々の間の最初の強国友達繋であ

った，そしてとの連繋は，まだ吉田的に支配していた習慣に基づいてはい売が，との連繋

を続ける中に入信は一連c行動を予定する可能性，生活プランの可能性を将来の7とめに習

得した。乙のことは，摺人に設がとむ共同抹に入る乙とによって生存競争でどれ程得る所

が多いかを教え党第一課ーであっ売。個人ほ排培的エゴイズムを乙C共用体に棲牲として捧

げる，然しその代り，能力の巨大友増加，共同体全成員の共通の熟練と共通の思考活動の

諸成果，及び、長期にわたる多〈の世代の伝統を，との共同体かち得るととに在るc との基
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本幼君主人間の結合体かち，後にほ，家父長制氏按，家父長制家族，種々の家族結合形態が

作り出され，諸種撲と諸民族が発達してき売。より弱いあちゆる集団は，とれら氏挨結合

斥と l勺斗争つ中に滅亡するか，でなげれtf何ちかの五五の結合F容に合体しなければな九設か

ったっこれらの結束した力の誌では，いかたる形のものであるにせよ結合体たるものに考

え及ばたかったち，或いば芝ろいろ訳かとの発拐を見散わ左かったものは，自己を守る何

等の可能性もだく消滅し去っ売。氏挟(r勺結合体桔互の撲滅戦は，戦ろ者i主の持つ勢力が犬

きけれ~-;f穴きい程，人間集団がその集積に伴って経済的欲求を大き〈し夜借たきものにす

れぼ?る程，益々苛烈t:s.ものにだ九ざるを得左かっ売。それ故伎等ば，とれらの欲求を溝

足させる僅か左手段を競って奪い合っアヒ人'i;tH士，との多数者の撲滅を代償として，文化の
絶えぎる進歩力可能性を躍.--，1乙そして，それを一つの世代から弛の世代へ缶えるととに

上司て，社fT性と個人的愛着の汗慣，知識と言仰の伝統を護得した。

斗守子;/士，諸氏撲，諸種旗，諸民族のi自でザ三げられたっ共ク〉関に社会結合の諸形態が複雑

化し，共同体的色，氏接的危，家接的?Z，穐挨が;た，窓口とj左所有の諸形態が作り出され，

身守的， カスト日j，国家予J2主諸爵f系と奴主主制が{乍り tHされた。生存競争しか問題tこ左ら主主

かった誌は，敗北者達;士山容J放た〈殺され六う黙し.抱人の生命が自己の便宜tr:役立つと

いう最初の教訓江主しく泊ヲーする害がたかっ犬。!ヨ己Jア〉快楽を増大ぜんとする癖望む，敗

北者を殺さ左い方力三時には有利で立たかろうか?というととき:慎重に考えさせる京rJ戟に友

司?とコ必要注均を建害する労働:士詰人に苧ら守て， もっぱら心身辺西の機敏さを日己f刀

中に発達させる方が，除手rj者にとって有利で、なかろ弓売る?といろわけであるヴとの功利的

た原理疋忠、い?{っ穴先史時代の人類のヲミ才的諸相入:士，他人の生命力尊重と自己G'>frffi値の

手君主，との原理の主礎;こ脅~¥; '¥ナ乙彼等;主，正にこの三とによって停.意識に，身体的発達

と智 i内発注，文化と科予を，臼己と子孫j呈!)~義務とし道徳的理想とした;らである。誌等ば

d己と子孫に進歩ケ〉売るの余E震を確保してやっ:六勺彼等は，天才的で幸運な彼等三ノ先駆者

;主力主動物~7Ji-t 1こ人引を創造し，人間的だ何人と、1~-;~r1VJ物的左詰集団との斗争の中で，人民

社~正人間謹族を雪IJ;三し，未来つつ進歩の可能"生左前j立したように人類の中に進歩主こ製造;し

たへ然し，少数者のこの進歩は，多数三者を奴隷fヒL-，11つ立場の代表者の資質たる心身両

面1ζ於る機設さの可能性を多数者から剥奪するととによって，日窒われたのである。少数者

がA己の頭脳と筋肉を発達させていた時，彼等ケ〉筋l勾組禄そのものが一時:')とjで，関較と休

息、ちこwたう多種多様友軍事均活動に於て多面的に発達していっア三時に，多数者;主，他人の
ためり単調で、退官で結えPdJだh平和的労働をj主命づけムれ，盟、想、活動の余暇もたく，心身

南西の機設さの点で、支配者j主に及ぼすて従って，日己の望遠と真に人1mムしい生活の権利

を獲得する?とめに白己つ百犬注力主号11， }q~}左い状態に11二ってい売。

力と税び、としての文化2二科卒の偉大だ貴義の自覚ぼ，との力と悦びを独占しよろとずる

願望を台然に生ぜしゐ売。鷺わだ強制，社会知識，法律的懲罰，宗教的恐怖，揺り藍にい

る時九九吹き込まれる慣習的伝竣等ぼ，←一一家析がよく，知識があり旦つ者達し売少数者

を~安りの者ずぺてか tì 別け隔ててし空 .--， 1ぞうとの残りの者つ疲れを知九ね労識と生存競

争を代費i亡して，少数の者だけがより良い女を選び， より良い子供者こ生み，その子供をよ

り良〈養育することが出来， 食物， 住居， ごぐ平凡左生活問主街宣に Jむをわや人わさや、

に，割察し党三り熟考し売り比校対照ずる矢島に時間を使うととが出来売。真部二を得上ろと

努力し，主義主考貴L，技術(7)改善やより主主¥"'1士会機構左探求することがffl来，叉，真:orr
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と正義に対する熱烈友愛，それちのために自己の生命と幸福を犠牲に捧げる覚官，真理者:

説き拡め正義主実現しようとする決意を，自己の中正発達させるととが出来た。

真理とE義の伝道行きわたって，それを告じ理解していた少数の人々かち，発達を快楽

とする人々の小集毘形成され，この集団の中で感受控に富むf言奉者達が教化され，宮硲た

少数者む中でとれを信宇る者が設等に加わった。実力や同意が真理と正義の教義を時々法

律と習震の中に持ちこんだ。発達した諸借入や，内的欲求から正義の具現と真理の弘布を

希求したように，思慮ある少数者は，自己の科益むた占うに，生活上の諸便宜む一部を多数

者と分ち合い，知識暑を或る程度まで拡大する方が良いと考えた。文明の強国さ;土この拡

大の必要性の自覚にかかっているというととは，悲の既・に述べた所である。然し， こむと

との理解は遅々としてすすま左かった，卑しいお算ほ常に，生活上の諸梗宜を抱の人々に

出来るだけ少く分ち，彼等の解し得る知識の範ー囲を出来るだけ制限するように仕出けた。

思索するととに対する嫌悪は，一環の新ちしい時代的要請の中に，伺かしら社会秩序に散

対的主主もの， 何かしら犯罪的左もの， 罪障めいたものを感得させるものである。 それ故

に，知識の独占者達は大部分，あちゆる手段を弄して知識の進歩に逆らっ売。彼等は自己

の知識を，因襲的危理論や権威をもりだ教義の梓に押しとめ，とれらの免識を神聖友伝説

や超自然3勺啓示と混ぜ合せた，そして，lEにそうするととによって，告己の知識を将来の

批判℃対し冒し難1"，.ιつ乏しようと努めたコ後に至って，知識うま世俗的左ものとなり，そ
の独占者達をも神霊友るものの玄妙な神秘によ丹て守ることが出来危く在。た時，中国宮

入のなきまりの小さ在球とか，博士・教授・アカデミー会員む大げさた免許証とかを持勺

た御用学者の結社が出現した。彼等も全く閉じように将来の批判を免がれようと努め?と。

彼等辻注意課〈自分達の結社を鎖L，新勢力が科学的批判の旗織を余りにも大担に掲げれ

ば，とれをそむ中かち逐い出して抑圧した。独占者達は，以前に神聖な科学がそうであっ

売ょう左習賓と長授を，公認の科学から作り出そうと努め売。承寵されたとの知識は余り

にも屡々批判の』敬，科学的進歩の散とた勺売。との進歩の弱さが，人需の倍ftifと正義の諸

彦襲む理解を不可避的に正しく註いものにして来た。詩文明が長い間JW:弱であったのはと

のたあである，諸文明が絶え宇、手亨務への傾向を有していたのも乙む7とおうである，更に，数

千年ものf習に出現し売若干の偉大た入閣とつため，辛うじて認め得る僅か左少数者の進歩の

ために，無攻の人命，血識の海，事またの世代の量り知れね苦脳と絶望的労働が費やされ

たにも掲ちすτ，活えが前の書簡で指掃したように，人類む中に極めて些紹た進歩しか認めち

れ友いのも， ζ のため註むである。

若干の思想家がその書斉で、人類の進歩について語り得るために，人類は高値な代償を払

って来?と。それ所か，現代に至るま、でまだ入預に殆ど利益をも売Fうしていたいよう主主教育

者達が養成された若干の小さ在学校むためにも，人類は高値左代償を払って来ている。若

し，現代の教養怠る少数者が，過去に生存競争でた立なれた入毘む数を教え，また，自己の

生活の緯持と控人の発達のためだけに観い?と多くの世代の労携を評留するならば， 叉若

し，現在いくらかでも人間ちしい生活をしている人間の一人一人にどれだけの人命とどれ

だけの労働缶笹が支払われているかを算出する在ちId:，一一若し.今云ったととがすぺて

可能まものとすれば，恐ちく我々の同時代人む中に辻，血潮と労働の資本がどれ程彼等の

発達のために費やされたかを考えただけで， 震え上ってしまう者うがいるととだろ号。だ

が，このような計-算が不可能であるという事情が，彼等む感E易い良心を和ちげてくれて
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いる心である。

黙し友がち，戦争i禁ずべきととほ，少数者C進歩が高くつい売というととでは泣くて，そ

れがこれ程高くついたのに，その代蛍にこれ程僅かしか醜いムれ主主かったといういとであ

るつ若し少数者が，もりと前から一塁努力して，文化と患想、の領域で獲得した発達者:自己

の問問i亡命し拡げようと気遣--:>fとたムtf，央主われ売生舎と労動の景は， 乙れ程多く泣か

りたであ人王我々一人一人に当る額段，も円2:少左かわたであろうし，世代を重点る毎

tこ子μ くも若手こに増加lLJx色、司?とであろう。我々辻自然的必然性¢諸法員IJを支配し得だい，

それ故に，思慮深い入国はそれ等に11員J$し，それちの平静た研究iこ講足し，m来るだけ白
己の沼目的のためにそれ人左手Ijm したけれぜ左 t~ たいむ我々は暦史をも支配し得ない。過

去ば末来(l~~彦正のために時々役立つ諸事実を我々に与えるだけである。我ノ々が父祖の罪業

Iこ対して責任ちと負う程度は，我々がそれ罪業の諸結果を修正しようと努力したし、マ，それ

ごノくり罪悪をま珪t/tし利用する程度に誤られている。我々が或ζ程度支配し得るιは，未来だ

けであるご何故たらI'i'，我々の思想、と我々の行為ほ未来の真王室と正義む全内容を構成する

資料をだしているからである。各世代は，左し簿た乙ととたさ左かったことだけについて

子尽に責任がある。それ故に，我々も子孫の判定左心に留めて，次の諸問題を解決しなけ

れば丘九泣い， l!Ptぅ，我々が堅史的進歩という響高い名称で呼λでいる過程の中に，不可
避r円・白然的tr.悪がどれ程あるか? 我々開化された少数者にこの進歩の利益を享受する

可能陀を与えた我々の祖先が，進歩の利益に決してあ守、から怠かった多数者の苦悩と労働

をどれ程無益に増大し引き延してきたか? 未来む諸世代の見る出，との悪む責任がいか

なる場合に我々にもふりかかり得るのである?ふ? というよう左問題である。

生存競争の法良!Jば動物界でば極めてー較的であるかち，我々設，原始人を非難する理由

主少しも持たたいっ人々のfHJに相互の連帯性の昔、識や真理と正義の欲求が目覚めるまで

ほ，この法貝!Jば人生nにも適用されていた。人々が互に撲滅し合い，殺人を搾取に切じ替え
るに主るまでは，この意識は恐らく目覚め得友か丹たであろう。それ故に，諸国人，詩集

F九氏陵，諸撞按， 35民撲簡のこの長い全斗争期間を，我々辻唯動物的事実と同じもの

として考察せざるを得たい。

初期に於る知識の蓄積，権利義務に関する思想の発達は，特iて有利主諸状況に置かれ任

人々 ， l!Pち，他の人々の犠牲によ司て，余暇とよじ良い給養や教育きと受け売人々の中で、行

たわれる過程以外のものとして考えることはますτm来まい。そして，これば抱(/)人々が，
iヨ己の生命或いはひどい苦しみといった犠牲によってでほたいにし℃も，自己の労働の強

化に上司て，ほとるてとの余韻と給養，教育を少数者に与えたのである。習うよち先に教

簡を持?と怠ければ主主ちね。大多数者は， より発達し売少数者が彼等に働きかけ怠けれt;f，

発達し得注い。それ故に，人類には，一切の発達が存在し在いか，大多数者が最初自発達

の肩に幸運註少数者を担って，役等の J守もf動き，設等のために苦しんで滅びるかしたけれ

ぼ左ち泣かったので怠る。これも亦，確かに自黙の法員IJであろろ。乙のことを心に留め乙

左ちぽ，我々に残されているのは， このようた代首を払って講われる発達たら我々;土全く

欲し左いと主張するか，それとも，このととをも人も1学的事実として考察するかである。

然し，前の書簡の初占うで怠は既に全面的発達を進歩の公式そのものに含めて告い?と，従り

て，発達一般の否定を許容したりすると矛盾rCjごち入るととにだる。そとで我々は次の事

実を甘んとて認めるととにしよう，即-r~，人知は，そむ発達どと芦とめにほ，極めて高い議牲
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を払っても，師範学校とより発達した少数者を準矯する必要があった，その理由は，科学

と多直的友生活上の実培};t;用，思索と技術がますτこれらの中心で蓄積され，次第に益々多

くの人々に拡大されて来たからであると。

進歩に於る必然的，自然的左悪は前述の乙とうがらに限られる，とれらの法到の限界を越

えると，後ば入問。諸世代，殊?と渇化された少数者c責在に怠る。直接的友生存競争以外

に竪史で、流され?と一切り虫，人間の生存の権利が多少とも明瞭に意識されていた時代に流

された一男の血は，犯罪的に涜された虫で、るむ，それを流した世代が責任を取るべき血註

のである。言葉の最も広い意味で文明の普及者たるととを欲し左かったすべてむ開化した

少数者は，若し技等が交明のft蓑者と保護者の役割だけに止まら宇に文傍C推進者む役割
をも引き受けた友らl-:f取引室長くことが出来売は宇、の需時代人及び子孫遠の一切の苦痛に対

して責任がある。

若しこの晃地かち現代までむ堅史の全景を評価するf:J..ちば，我々は恐ちく次のことがち

を認めざるを得注いだろう，即ち，すべての樫史的世代が，生存競争という理由づけも泣

いりに車潮の河を流したといラとと，自己の文明を誇る少数者が，常に到る19rで，こり文

明をむし拡げるために殆ど何一つし左かったというととで事る。人類に於る知識の領域を

拡あることに jむを砕い?と人は少し思想、の強化と正しい社会的諸影態む探求にJむを砕い売

人投更に少(，乙のよう左諸形態の具現イちを志向し?と開化した少数者に至っては，ごくご

く僅かしか見出され註い。多くの輝やかしい文明は，とのように大多数者の利害を自己の

存在と結びつけ得左かったために滅亡した。例外左しにあらゆる文明に於て文化上の諸便

宜を享受し?と人々の大部分ば，文化を享受しなかったし叉享受し得左かった総ての人達の

ことを，全く考え怠かった，それ故，獲得された生活と思想主の諸便宜がどれ程の犠牲に

よって事われたかについては，尚更すとししか考え左かった。然も，次のよう友達中ば常

に少く左かった， ~pち，文明の各段曜に立ってその段階を社会的発展の議隈とみたし，と

れに対ずる一切の批判的室長度に憤慨し，文明の福祉をよち多くの人々にさまし拡あ売り，そ

れに事ゃから泣い多数者の労動と苦悩を軽減したり，叉より多くむ真理疋思想、C 中に，よ

り多〈の正義を社会的諸形態の中に持ち込もうとしたりする一切の企図広憤概した連中で

ある c これち停滞の宣伝者達段，歴史全体がより良いものを追求する仮信左き障碍物競走

であるという考に戦慢した， 乙こでは，停止するものは皆堅史活動の舞合からすぐさま脱

落し，名も怠い観衆の群の中t亡姿ど浸して，動物的主主つまらぬもむとして滅亡してしまラ

の・であるつこのよう在競争に能力の左い者は，安静を楽しむために止って休息するととを

外の人々にも説き勧める，恰かもとうしたととが，入院が人間として止まろうと思う持に

も人間に可能であるとでも考えているかの様に。とれら停滞の宣伝者達は，社会的進歩に

対して完全友障碍物を置くことζは滅多に成功し友かったが，社会問)進歩を遅らせ，大多

数者の苦情を増大するととには屡々成功している。

このととからして，我々は次むととがちを確認したけれぼ左ら左い，それは一一現代文

明の利益は，不可避的な悪Dみ左ちゃ，遥かに大量の全く不必要注悪?とよって講われたξ

いうとと，そして叉，開化し?と少数者の先行せる諸世代が，部分的に段彼等む室、慢さによ

って，部分的には一切の開化活動に対ずる置接的抵抗によって，との不必要左悪に責任が

あるというととである。過去?とあってな，我々はも平この悪を匡Eし得玄い。苦しみ潜ん

だ多数者の諸埜代ぼ，その労働を軽減され宇に死んで、しまっ売。が，現在の開化され?と少
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数者ば彼等の労働と苦悩を利用しているつそれだけでは左い，更に彼等は，極めて多くの

同時代人の苦憎と労働をも利用してなり，旦っこれち再時代人の子孫達の労動と苦協に影

響を及ぼし得る。我々は， との後のブゴの乙とがちに対しては子孫に責任者;負，って来売し叉

将来も負ろだろう，それ故に，実説された進歩にどれ程の代慣が支払われ売かを廓堤兵力に

研究すれば，次の如き実際的た問題にさ若ずる，一一一現代の世代辻，自己の責任を減守、る

芦であ:こ，どのようた手段を持っているだろうかTと。若し，現に生存している妻達程度の
さ主ざ、全在諸哲人が， 一一入手fiD新らしい数々の苦'1認に対して後世に責在を負わたにいで詳

まずに辻どうしたらよいか?一ーと自らに間川しかも，若し絞等が皆，自己のなすべき

ことをはっき事理解しているとする左ちは¥容は勿論さまざまであろう。

人類生活の最初のi時代に祖先達が行っ?とょう;と，毎日肉体的生存のために斗っている多

数者の一員左ちtf，自分i亡次のように云うだろう，一一ーな読が知り，立な前が主主し得る限り

斗え! な前と語能力三受信の幹で結I'f'れている者達のために，生話の権利を守れ! 乙れ

が汝等父祖達の準員IJであった， j吾首の状繋;士役等よち長くはたってい在い，これがな高jに

とっても唯一の準期たのだ。

究明がその人権意識を目覚めさせほし?でが，唯それだけにJl去っ売問と犬多数者C中の

よち不幸左ものまち，自分に次のように云うだろう，一一ーな前が知ち，長吉I}が出来る限り

斗え，言己と抱入の倍置を守れ，必要とあちばその売主うに身左犠牲に捧げよ!と。

自己む快楽を増大し強冨にするととだけを希んでいるが，その快楽を君、想、富に於るより

法生活上の諸便宜の百で追求する傾向のある開化された少訳者の一員左ちば，自分に次む

ように云ろだろろ，一一一長前段，多少とも連帯珪が支配している社会主於てのみ楽しむと

とがm来る，それ故に，自己と抱の人々の中でとの連帯l陸と相反するもめに対して抵抗せ
よ，現代社会の不和反買が社会的病気で、主うるととを自覚すれば，亘ちに，ゴ号訴自身もとの

反日に苦しむ，それ故大多数者C境遇改善に努力して自己む苦悩を減ぜよ。この目的で、缶

詰が今Rの幸福の中かち議桂?てするものほ，社会の病気， b前にも苦摺をも売らす病気を

;台前がぼんの{重かでも減少したという意識と主主って，最高Hと戻ってくるであろう。自己む

現実的利益を研究せよ，自己の層圏左自己の中在る苦i慢を減ぜよ，乙れが缶詰にとって最

も有利なととだのだ。

白己む莞達，真理の探求， JE義の具体化に自己U快楽を見出している少数者の小さな集

ヨt;s.tうtf，自分に次の上うに云うだろう，一一自升が享受している生活上の詩便宜のーラ
一つ，自分が獲得し或いは作り出す余日畏を有した思想、の一つ一つば，無数の人間の血，苦

情或いiま労犠によって時われたのである。自分辻過去を修Eずる乙とは如来たい，しかも

自守の発達のためにいかに高価た代告が払われたにしても，自分はそれを作否し符在い，

何故註ち，との発達こそは自分を活動へ駆b立てる理想だかむであるつ唯無力志未発i主主主

人出だけが，設に?ふかっている責任に堪えかねて，悪をのがれる?とるにテーパイスに或い

辻死に赴く Cである。悪は出来るだけ匡1Eし左;すればたらぬ，然し，とれをたし得るのは

生きている簡だけだ。悪はつぐなあ左ければたち左い。若し，現在或いは未来?と於る悪を

減やる?とめにこの発達そのものを利用するとすれば，老えは昌己の発達むために払われた血

塗れの代償に対する責任を免れ得るだろう 3 若し私が発達した人出で、あるとすれば，君主は

そろする菱務がある， しかもこの義務は怠にとって極めて容易であるァ何故左ちは¥それ

江Eに悲の快楽とする)l!j-のものと一致しているからだ，換言すれぜ，よち多〈の真理を探
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求し者し拡め，より正しい社会機構を明らかにしてその具現を志向する乙とによって，私

段岳会の挟楽を増大ししかもそれ土同時に，現在或いは未来の苦難にあえぐ大多数者の

ために，主し得る一切のととをしているととに怠るからである。かくして，意えのaすべき
ととは，簡明友一つの方式に婦着する一一それは発達した入閣の理想として最前自身が立

てた所の理想にJo/:て生活せよ! という方式である。

若し総ての{毘入が在すぺきことを理解しているとすれば，事は極めて簡単且つ容易でお

ろう， 然し， 誠に因ったととには， たすべきととを理解している者は極めて少いむであ

る。前述。諸方式に知っているのほ，第一の範壌に属する人々の一部とその抱諸範轄の中

の壁か在者だけである。自己の肉搾的生存のためにヰっている人々の他の部分は，十分主主

摂気強さを以て自己を守ってばい左い，一一一それ日， Eうして守っ売ちよいかを知ち左か

ったり，或いほ守るととが出来左かったちするからではたくて，決意¢不足と無関心によ

るのである。第二の範静に属する人々C大多数は，矢喪り自己の状態かち脱け出す可能性

を持たすτ Ei々の遣のために自己の価誼を犠牲にし， 自分自身K対してすち卑下してい

る。第三の範轄に麗ずる人々の大多数は，自己の現実的利益を解せす三慣例に従って行動

し，旦つ，各人に一一一従っτ彼等自身にも一一一苦揺をもたむず社会窮にほんの少しの抵抗
すらなし得左い，即ち，彼等は苦悩を免れようと努占う在がι，それちの苦悩の中で社会的
反自に発するlifi-のものを減少するととが由来泣い。最後(!)範穫に属する人々む大多数段，

真理とE義の代りに構象を提えるか，真理と正義を生活の冨で左くて思想の冨だけに止あ

るか，で怠ければ，文明の進歩む諸利益を享受しているの泣いかに雛々たる少数者である

かを見ょうと欲し泣いので、ある。

かくして，との進歩の代償は益々増大して来ている・・・

書簡其の五

諸椙人の行為

読の二つの書簡で私が述べたことは，帰するJYr再ーの結果に導く。若し社会が，批判的

に曹、索ずる諸個人~tíP在ずる tr ち(::f，手亨i帯の危険が社会主脅かす。若し文明が一一ーそれが

いか在る文明であるにせよ一一僅号、た少数者の排他的財産に怒る左ちぽ，磁波がその文明

を脅かす。従って，人類の進歩がいかに小さ主主もむであるにせよ，読に存在しているもむ

辻専ら批手目的に思索する諸個人の肩?と懸っている，彼等左〈してほ進歩は経対に不可能で

ある，進歩を告し拡るようとする役等の志向が怠ければ，それは窪あて脆い。これらの人

々は通常自己を発達した入閣と見たす権手rj';O三あると考えて3去り，旦つ，正に彼等の発達そ

のもののたあに，車、が前の書簡で述べた恐るべき代償が払われて来たのであるから，彼等

法進歩に対して借りを返す道徳的義務を負っているととにたる。とC返済というのほ，結

罵，我々が既に考察したように，生活上の諸便宜，智的道徳的発達互，力相応に多数者に

なし拡め，科学的理解と互義を社会的諸形態の中に持ち込むというととに尽きる。

では次に，入閣の進歩の唯一の手段であるとれら諸個人について述べよう。進歩がいか

在るものであるにせよ，それは専ち設等に依存している。進歩ぼ，雑草のように地面かち

往生え怠い。進歩は，寄敬している液枠内の滴虫類のよう tc，空中に漂う経子かち註繁殖

し左い。進歩は，四十年程主主tc非営tc多〈の人々が論と，王豆在でもまだ多〈の人々が論ビ
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ている神手話的諸理念の結果として，突然人知の中に現われるよう左ととは泣い。その種子

ば事実理念でばあるが，然し人類の中に神秘的に存在しているものではだい。 との王室念

:士f'白人の頭諮の中;こ日目台して，そとで発達し，後にほとの頭脳かち位の諾個人の頭脳に

伝わち，質的にほとれム諾鱈人の智的，道徳的伍f宣の増加匡で，量的には彼等の数の増加

:百で拡ーたし，そして， とれち諾鱈人が自分達の豆、想、の一致を自覚し，一致し売行動を決意

ずる時，法九'I"J注力と左るつとの:理念にぬし?とカかる諾個人が，それを社会欧諸去手権の中

に持ち込んだ時，との理念ば!足利を得るつ

若し進歩に対ずる自己の愛について言寄る個人が，その実現の諸条件について祝判的に考

え左めぐちすととを欲し左いとすれば，授は本質的には，決Lて進歩を望んでい左かっ売

し，その上心:ろhらそれを望むととも決してできたか....，1とというととになる。若し進歩む諾

冬件左目覚している摺人が，自タで、;士イ可一つ骨を折ちゃに，進歩うがひとりでに実現される

りを手を扶いて待っているとすれば，彼ば進歩の最悪の敵であち，進歩への途上に模たわ

る最も忌むべき妨害者というととに左ろう。で，時衰のfW.落，人間の無倍f註，停滞，反動

的在勤き等について;慨歎するすべての人に， 次の問題を提起したければ左らぬ，一一 liJr
で，盲人中の日明き，病人中の鍵票者である君達自身よ，君達ほ進歩を促進するために何

を注し売のか?

との問題に対して，彼等の大部分ば，力。弱さ，才能の不足，狭い活動範屈暴対的諾

状況故対的環境故対的危人々等々文云い訳の種にする。くぐ我々が活動家に主主ぞなれ

るものか!，一ーと技等段云う一一一我々注たいした教育も受け泣か円台，雑誌のちょ 4 と

し党議設も書け泣い，神;士予言者的た雄弁ーを授けてくれたかり?乙茸務の場j汗とき?とらち

っぽけたjiJrか，それとも勤必口もたい有様だ， :;s-l:いさんば財産を遣してくれ去か丹売，
会うや食わ宇でいる売めにだけでも稜がたくて立たらねっ若し，あれもとれも一一←財産だ

の，有力な地位だの，才詫一ーがあっ7とら，我々ぼ足、う存分のととをして見せるのだカCO;>>

老L.f士，生涯一片のパン故にもがき苦しむ人々について，害勺ているのではたい。誌の書

箆で訟は伎等に言及した，伎等には何等非難さるべきもの辻たいョ若し進歩が， i交等に発

達すム与えすτにその頭三二を通り過ぎたとしても，彼等は単にその犠牲であっ売に過ぎ左

い。若し，智的発達が彼等に関連があっ売としても，叉若し，よじ良きものの吉覚が伎等

の中に虚偽と悪に対ずる a憎悪を換え立たせアさとしても，四国の状況ほとの意識のあらわれ

を彼等の中に押し殺し，伎等の生活を日々の糧についての煩労に縛りつけてしまり売。若

し， このよう左時にも，彼等が依然として人間的価値を維持しアどとすれば，彼等は自己の

存在と自己の実例によって，進歩の最も精力的左活動家であ円売訳だ。何一つ輝かしい事

業を或就したかっ芹でとれらの巨立売ね人jXlの英雄達に較べれば，いかに偉大主主堅史的活動

家達と量産ι 樫史的宍義ーの点では物の数では左い。若し，前者7う三い泣かったとすれば，後
者:土台己ぐり企図ちと決して何一つ実現し得設かったであろう c 一方で、入の巨に立つ英雄達が

とちょミきもれの究めに斗い，あまつさえ屡々斗争の中でた3まれるよう註時に，同時に抱方

で注目立そぬ英堆達が，不利諸条件にも拘ちすτ，人間的価値の伝説やより艮きものの自覚

そ社会の中に完全持している，そして，偉大左活動家の中の百人中の一人が自己の諸君ェ念の

実現に或功した持iこ，伎が突然自己の周回ζ晃mずのば，労働で鍛えられ，不動の信念を
抱き，旦つ悦んで設に主主jの子を差し伸ぺる注しい人々の集団である。あ九ゆる偉大志堅堤

n守諜I告に，革新乃ためつI主整?士これらの目立たね英雄達かち創立されるc 彼等[士一切の未
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来の可能性を自己C中に蔵している。彼等が存在し左いよう在社会で設，一切の藍史的進

歩は即座に停止するだろう。そして，このよう在社会の其の後の生活法，道徳的怠面で他

の社会的動物む生活e何等異たるl売がたいだろう。

然し， これら精力的主主活動家達が有しているのは，堆進歩の可能性だけである。進歩の

実現は， 次のよう左極めて簡単左理虫で，決して彼等には麗してい泣いし， 叉麗し得左

い，即ち，進歩の実現に取りかかるや，彼等なそれぞれ，飢え死にしたり或いな自己の人

間的倍健を犠牲にしたむして，いす=れの場合にも進歩的活動家達の捧列から消え去ってし

まうからである。進歩む実現は 8.kの撞についての極ゐて苦しい煩労左しに済ますとと

の出来る人々に麗している，然も，とれらの人達む中で批判的に思索する者iま緑て，人類

の中に進歩を実現するととが出来るのだ。

黙り，1Eに総ての者である。顕わくは，才能や知識む不足左どを Eにし左いで、欲しい。

とれには，特別左才能も， TA汎主主知識もいら泣いのだ。若し，諸君の才能と知識が現脊ず

るものに批判的態度をとり，且つ，進歩む必要を自覚するに足る左ちば，諸君の才能と知

識はこの批判ととの知識を実現するに足るのである。唯，生活がこのための可能性を実際

に与えてくれるよう危機会を一つでも逃してほ友ら左い。寂に，諸君の活動が些組主主もの

と仮定しよう，だが，あち歩る物件は量り知れぬ程綴産自主主部分かちfiって告争，いかに巨

大注力も無誤rc小さ友衝動から或っているのだ。諸君の活動によって得られた利益の量
ほ，諸君も，叉抱のいか主主る人も評錯し得左い，何故fiちぼ，それは，多種多様た状況や

予知し得主主い多数の条件の結合に依存しているからである。ちょっと見た所ではつまら泣

いもむに思われる行為がばかり知れぬ諸結果に拡大成長したように，極めて立孫左いくつ

もの企留が麓悪怠諸結果をもたらして来ている。然し我々は，かたり確実に次のことを期

し得る，却ち，一連の行為全体に同ーの方向を与える時我々は，行為C 中には正にこの方

向で著るしい結果があちわれるのに好都合左諸条件と合致するものもあるが，Ji)y与の方向

に全く相反するよラ左結果に怠るととは余りたいということである。恐ちく我々ほとれら

の結果を覚ち得左いだろう，然し，それらは，我々が出来る限り C ととをすれば，必ァ示、得

られるのである。大地を耕し種を播く農夫は，多くの種子C死滅や，家畜が畠を踏み涯す

被害，凶作，夜盗友どから耕地ば決して守れ泣いことを知っている，然し彼は，凶作む後

でも未来の収穫を当てにして，叉も一握りの種子を畑に持ちとむ。若し，批判的に思索す

る者がそれぞれ絶えや積極的により良きものを志向Rずるようにたれば，彼の活動範垣がど

ん左に狭かろうと，叉設の生活菌がどれ程小さかろうと， 彼は進歩の有力主主推進者とtr.

t，伎の発達rc支払われた恐るべき代償の自分の分け前を債危うととに怠るむである。
所で，活動範囲につまらむものと重要注ものがあるというのな，lEしいだろうか? 人

々が進歩の独占権を有しているのほ，一件いか怠る諸分野でだろかT 文学者たちでは友
かろうか? 芸術家達では左かろうか? 学者達では友かろうか?

との支学者，進歩論者を観察して見給え，彼は社会の幸福について実?と素晴ちしく捨写

している，そして一層巧みに自己C 同砲達を搾取したり，或いな自己む面前で役が奉在し

ている筈の諸理念を轍達の侮辱に任せている。だが，君主設さまざま左《豆、わしき君事》につ

いてはも早誇るまい，との連中にとって文学は，思想の最も忌むべき低下，人間的錨fI宣む

低下の手段，停滞と社会的堕落の手段友むだから。

との芸術家ー進歩論者芝観察し給え，彼は検調機関に参与するととが全く嫌いでも左い
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のに，言論の自由を讃えている，然も自分む仕事場む外では，醜いものが良いものとどラ

違うかを決して考え?とことがない。だが私は，次のよう友達中一一被等には実に多くの名

称があるが一一全部については語るまい，彼等は，詩，音楽，絵画，彫刻，建築む会Ij辺の

つつましやか危階段の上で，思給とか，勲章とf;"高い位踏とか，大きた家とかにありっ

こうと存ゐいているだけ主主のだから。

かの進歩的危教援を観察し拾え，伎は，自己の博愛多識から状況次第でどんた方面白た

主ちにでも兵器庫を造る用fきがある。化学的r.s入れ換えと分解C諸過程，紐院の増殖と筋
肉のよi又結，ギリシヤ語の菩形変化，サンスグリットとゼ、ンド語に於ける音声([)変長1]，プレ

グサンドル・=ェ{ブスキー時代とイワ γ雷帝時代の調度C識別的諸特徴を一生j元町一噴;し

つつ，論証と実験の魂む左い人間器按にsHした更に多くの者は，次のよう怠ととを決して

考えたかった，一一それは彼等の才能と知識が，あまたの世代ι苦悩によって購左われた

力であ札彼等がその償在いをしたければたただいもじであるということ，との力ほ彼等

に義務を課しているというとと，論誌と実験は，そ¢時代にj圭し得る人間的価値の最高点

へ辛者を導き得るが，全く関誌に，人間を蜘妹と同ーの水準?と引き下し得るのだというよ

う在ととである c

立半も，芸術も，科学L 不道徳詮無関心主要予.C:;人々を救うととはたい。それんば，

それ庁咋としては進歩を合えで~:tJ ちゃ，そわ原因ともたちたいc それ Fヲは[l生進歩んため

に手段を与えるだけであるつそれ九段進歩のために力を蓄える 5 黙し，真に進歩に貢献し

ていると云い得る作家，芸術家或いほ学者は，次のようた人々だけである，即ち，彼等が

獲得した力をその時代の文明の弘布と強化lて用いるために出来る眼りのととをし売者，悪

と斗い，自己の芸術的諸理想、，科学的諸真理，哲学的諸費念，政論的志向を，時代生活の

いぶきに、講ち?と諸作品の中とか，昌己の力量に厳密に一致し?と行動の中に具現し?で人々だ

けである。たす所が少泣かった者， f由人的たお算のために中途で止主ちた者，バッカスの女

の震わしい頭ぺのために，滴虫類の興味怠る観察のために，支学上の競争者との問尊心に

謂ち?と争議むために，斗争し怠ければた九百三筈の悪と無学がどれ程巨大で、あるかを忘れた

者ば，覆雅左芸術家にでも，素晴しい学者にでも，輝やかしい政論家にでも，長聖みのも

のに在ることは出来ょうが，黙し，彼は歴史的進歩C意識的活動家達む障子uから，我と我

が身を抹殺したので事乙。道徳的在意義むろ点では，人間としては彼は，才能の在い三文文

士一一悪及び、無学とのヰ争についてむ古くさい真理を，負け十字、劣ちすτ無能危読者j主に，生

詫箆むこと左〈繰り返している三交交士に劣っている。知能の遅れた子供達の頭に，よ〈

穿ってもいたい知識を情熱をとめでたたき込む生手可左教部にも劣っている。乙心人達i士

間守で出来る眼じのととをし?とのだ， 乙れ以上彼等?と要求すべきもむは何一つだい。若

し百人の若者の中一人かご入で、も，僅か左'/J三ち上り才能があむより感受性に富んだ者がい

て，三文女士かち知った真理を生活に適用するたらtf，進歩ほ呑在し?とととに左Z。若し

教師の情熱が，僅かぽかちの生徒の中ιでも，白骨で少しでも思索し鶴きたいという;葛竺
一一知識と労閣の渇望一一ーを吠え立たせたたもぜ， ととにも進歩がきろったのであ乙。先に

言及した紳士方が，豊か左芸箭的才能，深い学殖，昔、々たる政論家的高名を有してばいる

が，進歩の全く Rにつかぬ活動家達一一一朱来のための進歩むあちゆる可能性を自己の中iて

緯持している前述の人々一一ーと比較して，いかに測り知れね程低いもむで志乙かについて

段，毛色ほも早需るまい。
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志社芸帯並び、に科学に関して公正を欠いているといわれるかも知れ泣い。素晴らしい作

品は芸術家によって理解され左いものであっても，然も2主治人類の発展的資産を増大させ

る。芸病む他の効用はさて置き，人間段，大部分美によってのみ抵裕の世界かち真理と互

義む領域へ移るととが出来る。美は注意を喚起し，感動控を高める，従ヲコて，それは，芸

語家を鼓聾ーする思想ξl士無関係に，既にそれ自体進歩の手段である。全く同様にして，知

識のあ色ゆる薪ちしい事実は，それが現代の生活上の諸問題?ととっていかに些細主主もιで

あろうとも，人間の思想の資産を増大させるD 自然のあらゆる物件を，事実通りあるがま

まに守類し研究ずることによってのみ，人間ば，人間の幸福に対する関係一一大多数者に

と丹てのそれらの効用と害悪一一ーの面で，それらを分類し研買する可能性が得ちれるる。

今百は或る昆虫挙者が，今まで知ちれ左かったこ，三の甲虫が彼のコレグション中にふえ

たことを喜んでいるが，暫くしてから，見ると，とれら甲虫のーうの研究が，有益友生産

物を諜留にする新らしい方法一一従って，部分的には多数者の生活的諸便宜を増大するた

めの方法一ーを技術家に与えるととに左る。さてそむ後，とれちの甲虫のもう一つが，動

物の諸形態及び、諸機能発達の諸法則に関する学者の研究の出発点と左円売とする，一一一人

類もとの法問に従って動物的状態かち発展し，との動物的状惑かち昌己の歴史の中に多く

の痛ましい経験を宿命的に担ってき売むであって，とむ諸法賠ほ，昌己の発達のために斗

うととによってのみ，入閣は自己の不可避的友動物的要素と並んで、，役に進歩む活動家と

在るととを可能にする他の要素をも，自己の中に作り出し得るのだといちととを，人間に

教えるもので、ある。今日一人の言語学者が，古代菩の動詞変化む特殊h性に気付いて狂喜し

売とすれ(<I，翌日に於てほとの特殊性は，それ迄別々であっ売若干の諸言需を連関づけ，

叉その次のEには，との連関が先史時代の一連の神話を解明するととに左り，とかくする

中に，キリスト教々会の教義に与えた乙れ九神話の影響を跡づける可能性が生じ，多数者

の思想構造が少数者によち明瞭に怠り，従って，発展してゆく進歩的活動むための諸手段

を見出すととが一層便利に左る。芸術と科学位，それらの所産に於ては，芸街家及び学者

の足分や志向とは無関係に，彼等の希望に反してまでも，進歩む手段たのである。芸詩作

品が真に芸術的でありさえすれtC学者の発見が真に科学自らで、ありさえすれば，一←それ

ら辻完全に進歩に属しているととになる。

君主は，芸術ε科学が進歩の手段で設いとか，叉芸術作品と科学的発見が諸事実として進
歩に貢献し友いとか，云うつもり辻長い。然し，地中に議されている金属も，蚕によって

造られる絹も，矢E護者進歩む手段でおり，進歩のたあむ諸事実で、あるといちととは，明白

である。芸術のみを念頭に置くだけ'で，その人間的左影響について決して考え左い芸術家

が，豆大友美的方をあらわすこともあろう。彼の作品は素晴ちしく，彼の影響は巨大で、あ

り，撞bて有益で、さえあるかも知れぬ。然し，道語的価fi査の点では，続の力は，大地に鈎

の自然鉱を撒き散らしたち， 1鵠沼に鉄を含有せしおう7とかむ巨大主主力よ V，勿論高くは主主

い3 一方人間の文明にとっての金麗c利益に関して段，何人も異論をさしはさま主主いだろ

う。美的力は，それ自体では決して道徳的で、は左い力である。美的力が，芸術家と辻無関

採に辺桔的，文明的，進歩的注力と在るのは，素晴らしい作品によって鼓舞されて善に接

近し?と人の立副首の中に於てであ D，芸術家の作品から受け売感銘c影響によって一憲良く
左り，一層感受注に富み，-J雷発達し，一層精力的，活動的に左 η た者に於てである，そ

れは恰かも，金属から最初白有益友道具を考案した者の頭脳D 中でのみ，金属が文明的た
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力にたったのと毘じである。芸術家としての芸術家は，何等人出的意義をお穴ね強力左肉

体的或い辻有機的過程と同じレヴェノしにある。音声も血液の錯還も，思想、，善む願望，事

業に対する決意の源泉として役立つが，それ自件辻思想でも善でも決意でも泣い。芸衛家

自身が支期的左力売るアとめには，伎はそのために自から自己の諸作品の中?と人間的だもの

を投入したげれぜ左ム宇，進歩の源泉と進歩を実現せんとする決意、を身につけ怠ければた

らすう，ìffi歩的た思想に主主ち?で仕事に取りずJ~:Ò'tラたけれJばた九たい。そろすれば， 1皮は努め

やとも剖;三のj弘程で立謙的た尽き史的活動家にたる訳である，何故たちtf.設が追求する美

の到;包を通して，伎にと n ても真理と正義の要求が常に輝き出るであ人うからである。伎

は:ぎに対"g-::S斗争を忘れないだλ う，とわ斗争;士各人の義務であち，伎が天成の力をより

多〈持丹ていればいる程，益々多く伎の義務となるわである。

学者についても同様のととが云える。知識の蓄積は，それ自体としては，蜂討に於ける

蜜闘の蓄積より高い迫徳的烹義者:少しも有してい左い。然し，蜜蝋は，養蜂家の手，技術

家の子に於て文明の手段と左乙。 i度等i士~(f:に大いに感謝し，非常に大事にし，豆ィコ貯がい

友かっヲ己主33差蟻もないのだという乙ともおμ ている。黙し，蜂;士矢張り人出では在い，主主

を交拐の道徳的活動家と呼ぶ訳にはゆかね，そして彼等の内的欲求による室蟻の分泌も近

歩の材料K過ぎ左い。甲虫を蒐集する昆虫学者や動詰の宅イ七2三指摘する言需学者氏若し

も役等が甲虫のコレクションを観察し売り，或いは動詞がζ わよろに要化するといろこと

を全日 dったりずる内的、高・是の芦ておうにだけとろしたととそしているとすれif，蜜主設の小さ左塊

を与泌する蜂i主よりも決して抵くほたいが←ーーその代り高〈もたいのだ。若しとの;J、さ友

塊が，それを蜜蹴膏に変宇る技術者やそわ助けを借りて新ムしい一般的法員.IJを発見する化

学者向子に入る主主ぽ，との塊(士文明の材料に在るだλ う。が，若しそれが，陽にさちさ

れて無詮に諮げてしまえば，務の仕事は進歩にとって無に帰したととになる訳である。然

L， 乙わ両方の場合とも，併はそれに何の関係もたい。蜂は自己の欲求を溝足させ，食物

を蜜織ゎIJ、塊に作り変え，との小塊を然るぺぐ自己の建築場へ述び¥それかち新ムしい食

物を求めて飛び、去丹売っ乙れと同とよろに，知識の事実も，唯二つの経路で文明の子段と

在るつ第一rc，技術或いは一般的思想、の出でその事実を利用する者の頭脳の中に於て，第
二に，科学の事実を作君主げる者自身の頭臓の中に於てである， fJI. L，後者ば事実害:観察

ずる~J足のために，蜜録の新ちしì."小塊ξ してで口たくて，あらかじめ熟考L六日計事三持

って，一定{力投衛的応沼或いは一史の科学的，苦学的一般化を考患ずる材料正してでたけ

れtf左ら左いっ科学と芸術ほ，強力在進歩の手段である，然L，毛Lがとの書誌の的めにも
述ぺ?と ζ とだが，進歩は，認個人に於てわみ実現され，詩情人のみが進歩ーの推進者とたり

得るつだがとのff味では， {r1il入としての芸術家と学者ば，進歩む強力左活動家でたいと左

があり得るのみな Cうや，その才能と知識にも拘ら宇.何人も辺徳性を要求し在い無烹識的

た金震叉ば動物と等し〈完全にjfii歩的j主動の国外iこも立ち得るのである。其の抱の人々で

才能と学問は不足かも知れ泣いが真実の人出合三恐らく，偉大友芸術家達と韓大た努力家

達の蓄積し?と材料に人間的危古美哲三付与し得， 自分なりの主里解によ円てとれムの主主主主に人

間;羽左T主義左付与ずるととだろふそLて，彼等ば，とれムの業誌を堅史の進歩わ中に持

ち込むととだλ う。

毛えは以ーと土問の最も強力fLiZ要素としての科学と芸慌について詳述したが， とれほ， 乙

れ九の領域も，それ白件正してほ進歩的左過程を在すもので、は泣いというとと，才能も知
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識も，左希それ巨体としては，人間を進歩む推進者にほし左いというとと，乙の点で才能

と知識はより少左くとも，出来るだけのことをすれば，よ争多くむことを悲し得るのだと

いうととを，指摘するたあに故意にしたととであうた。事実，ととに今一度くり返してた

くが，批判的に思索し，自己の思想を実生活に具体化しようと決意する人間泣全部，進歩

の活動家売り得るのである。〈未完〉
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